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運輸部

シンガポール旅フェア
「NATAS TRAVEL ２００９」出展について



群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

普段何気なく乗降しているゆいレールの車両「1000系」は、2003年にグッドデザイン賞を受賞していま
す。そして、この車両には、様々なアイディアが隠されています。みなさんはいくつご存じですか？

○琉球伝統文化の演出
　車体には、首里城の伝統的な本朱塗りの赤を基調としたシンボルカラー赤のラインを配しています。座席は、沖縄伝統の
琉球絣(りゅうきゅうかすり)の紋様「トウィグワー（小鳥）とバンジョウー（カギ型）」を組み合わせた柄を採用しています。
○環境・観光への配慮
　沖縄特有の塩害対策及び車両の軽量化を図るため、車体は全アルミニウム合金製の溶接構造です。また、低騒音化を図る
ため、床下艤装機器はスカートで被い、台車廻りに防音カバー等を設けられています。客室は、地上10ｍの軌道上を走り抜
ける車窓からの眺望を楽めるよう、窓が大きく設計されています。運転室の後ろには、前面の眺望も楽しめるよう、20㎝高
くした展望席が配置されています。
○色彩に隠された工夫
　下から上に向かって黒のラインからグレーへと色彩を変化させることにより、車体を軽くかつ長く見せています。また、
客室は清涼感ある白を基調に、窓枠を黒、切妻部を黄色とし、すっきりと明快な色合いとしています。さらに、床はツートンカ
ラーの横縞になっていますが、これは車内を広く見せるためです。
　今回も最後にクイズを一つ。ゆいレールの車両は、５つのキーワード（漢字一文字）を元にデザインされています。「優」、「涼」、
「景」、「清」、最後の一つは何でしょう。（ヒント：本文中に使われている漢字です。）

（正解は17ページ左下にあります。）
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車両の
ヒ・ミ・ツ

赤いラインが鮮やかな車体

眺望が楽しめる展望席

大きな窓が特徴的な車内

　　

　小浜島は、石垣港から船で約
25 分、周囲 16.6ｋｍ、面積 7.84
ｋ㎡、人口 635 人、世帯数 355
世帯（H21.9 末住基台帳）で八
重山群島の中央に位置します。
　さとうきびを中心とした農業が
島の主な産業です。また、日本最
南端の本格的なゴルフコースがあ
り、ダイビングやシュノーケリン
グなどの海浜レジャーを中心に人
気が高く、小浜島と西表島間にあ
るヨナラ水道にはオニイトマキエ
イ（マンタ）が見られることから、
通称マンタウェイと呼ばれています。
　小浜島には古式豊かな伝統芸
能が豊富に残され、その中でも
2008 年に国の「重要無形民俗文
化財」に指定された『結願祭』は、

「節」と「結願」の元々２つの行
事が、明治初期頃１つになったと
いわれ、旧暦８月の戊戌（つちの
え いぬ）のスクミ（リハーサル）
から始まり、翌日の己亥（つちの
と ゐ）のショウニツ（正日）には
棒や獅子舞の奉納、そしてミルク・
福禄寿がファーマーを随（したが）
え、舞台で数多くの芸能が神へ奉
納されます。八重山の中でも小浜
島にしかみられない独特の民俗舞
踊「ダートゥーダ」や、衣装等に
も注目が集まります。
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〈表紙写真〉

【結願祭】

（小浜島）

地域の目「琉球歴史の魅力」

なかゆくい ＊シリーズ④　〜カーボンフットプリント（ＣＦＰ）ってご存じですか？〜

平成 21 年度「子ども霞が関見学デー」内閣府だより

お知らせ

運輸部

シンガポール旅フェア
「NATAS TRAVEL 2009」出展について
仕事の窓①　総務部／開発建設部
沖縄総合事務局防災訓練（地震・津波）の実施について

仕事の窓②　経済産業部
今こそ太陽光発電

仕事の窓③　財務部
第 22 回　法人企業景気予測調査

仕事の窓④　農林水産部
沖縄版「食事バランスガイド」実践週間の結果について

仕事の窓⑤　農林水産部
農家も食品製造業者も満足 農商工連携レポート

仕事の窓⑥　運輸部
久高～安座真航路に高速旅客船『ニューくだかⅢ』就航

総　務　部　公正で自由な競争が、事業者と消費者を守っています

運　輸　部　平成２１年度船員労働安全衛生月間の実施

経済産業部　「改正特定商取引法・割賦販売法説明会」の開催について
開発建設部　那覇港（泊ふ頭地区）大型旅客船バース供用開始
開発建設部　『第１回 大保ダム水源地域ビジョン策定委員会』を開催
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　琉球歴史浪漫の会顧問
　　　　　劇　作　家　亀島　靖

就任の御挨拶

プロフィール

内閣府特命担当大臣   前原誠司
内閣府特命担当大臣   前原誠司
内 閣 府 副 大 臣   大島　敦
内閣府大臣政務官   泉　健太



　

国立沖縄戦没者墓苑にて献花に望む

　

こ
の
度
、
鳩
山
内
閣
に
お
い
て
沖

縄
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
任
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
地

に
赴
き
、
地
元
の
方
々
と
意
見
交
換

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
10

月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
沖
縄

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
仲
井
眞
知
事

を
始
め
多
く
の
首
長
・
議
長
さ
ん
等

と
お
会
い
し
、
就
任
の
御
挨
拶
と
と

も
に
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に

つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
の
参

拝
等
を
通
じ
、
先
の
沖
縄
戦
に
お

け
る
県
民
の
皆
様
の
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
苦
難
と
と
も
に
、
平
和
の

大
切
さ
へ
の
思
い
を
新
た
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
視
察
で
は
、

私
自
身
、
過
去
に
何
度
も
足
を
運

ん
で
お
り
ま
す
が
、
市
街
地
に
隣

接
し
て
広
が
る
姿
を
目
に
し
、
一

日
も
早
く
移
設
し
て
、
住
民
の
安

全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

　

私
は
、
初
当
選
以
来
、
沖
縄
の

基
地
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
県
民

の
皆
様
の
御
労
苦
、
す
な
わ
ち
狭

い
県
土
に
我
が
国
の
米
軍
施
設
・

区
域
の
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
が
集

中
し
て
い
る
現
実
を
考
え
る
時
、

我
々
の
責
務
と
し
て
こ
れ
ら
施

設
・
区
域
の
縮
小
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
の
置

か
れ
た
特
殊
事
情
を
踏

ま
え
る
と
、
そ
の
振
興

を
今
後
と
も
し
っ
か
り

と
責
任
を
持
っ
て
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
沖
縄
が
真

に
自
立
的
に
発
展
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か

と
い
う
視
点
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
で
す
。

　

　

県
民
の
皆
様
の
御
要
望
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
沖
縄
の

振
興
、
沖
縄
が
抱
え
る
問
題
の
解

決
に
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

前ま
え 

原は
ら 

誠せ
い 

司じ

御

　

こ
の
度
、
鳩
山
内
閣
に
お
い
て
沖

縄
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
任
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
地

に
赴
き
、
地
元
の
方
々
と
意
見
交
換

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
10

月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
沖
縄

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
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で
は
、
仲
井
眞
知
事

を
始
め
多
く
の
首
長
・
議
長
さ
ん
等

と
お
会
い
し
、
就
任
の
御
挨
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と
と

も
に
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
諸
課
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に
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い
て
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直
な
意
見
交
換
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行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
の
参

拝
等
を
通
じ
、
先
の
沖
縄
戦
に
お

け
る
県
民
の
皆
様
の
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
苦
難
と
と
も
に
、
平
和
の

大
切
さ
へ
の
思
い
を
新
た
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

普
天
間
飛
行
場
の
視
察
で
は
、

私
自
身
、
過
去
に
何
度
も
足
を
運

ん
で
お
り
ま
す
が
、
市
街
地
に
隣

接
し
て
広
が
る
姿
を
目
に
し
、
一

日
も
早
く
移
設
し
て
、
住
民
の
安

全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

　

私
は
、
初
当
選
以
来
、
沖
縄
の

基
地
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
県
民

の
皆
様
の
御
労
苦
、
す
な
わ
ち
狭

い
県
土
に
我
が
国
の
米
軍
施
設
・

区
域
の
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
が
集

中
し
て
い
る
現
実
を
考
え
る
時
、

我
々
の
責
務
と
し
て
こ
れ
ら
施

設
・
区
域
の
縮
小
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
の
置

か
れ
た
特
殊
事
情
を
踏

ま
え
る
と
、
そ
の
振
興

を
今
後
と
も
し
っ
か
り

と
責
任
を
持
っ
て
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
沖
縄
が
真

に
自
立
的
に
発
展
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か

と
い
う
視
点
が
ぜ
ひ
と

も
必
要
で
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
御
要
望
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
沖
縄
の

振
興
、
沖
縄
が
抱
え
る
問
題
の
解

決
に
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。
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平
成
21
年
９
月
18
日
付
け
で
、
沖

縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣

府
大
臣
政
務
官
に
、
泉
健
太
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

平
成
15
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初

当
選
。
平
成
16
年
衆
議
院
内
閣
委
員

会
委
員
、
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委

員
会
委
員
、
衆
議
院
青
少
年
問
題
に

関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
、
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
委
員
、
平
成
17
年

衆
議
院
内
閣
委
員
会
委
員
、
衆
議
院

青
少
年
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
理
事
、

平
成
21
年
衆
議
院
消
費
者
問
題
に
関

す
る
特
別
委
員
会
委
員
を
歴
任
。
平

成
21
年
鳩
山
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣

府
大
臣
政
務
官
に
就
任
。

　

京
都
３
区
選
出

　

平
成
21
年
９
月
18
日
付
け
で
、
沖

縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣

府
副
大
臣
に
、
大
島
敦
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

平
成
12
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初

当
選
。
平
成
21
年
鳩
山
内
閣
に
お
い

て
、
内
閣
府
副
大
臣
に
就
任
。

　

埼
玉
６
区
選
出

　

平
成
21
年
９
月
16
日
付
け
で
、
沖

縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
に
、
前
原
誠
司
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

平
成
５
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初

当
選
。
平
成
13
年
民
主
党
幹
事
長
代

理
、平
成
14
年
民
主
党
「
次
の
内
閣
」

安
全
保
障
ネ
ク
ス
ト
大
臣
、
平
成
15

年
民
主
党
「
次
の
内
閣
」
ネ
ク
ス
ト

外
務
大
臣
、
平
成
16
年
民
主
党
「
次

の
内
閣
」
ネ
ク
ス
ト
防
衛
庁
長
官
、

平
成
17
年
民
主
党
代
表
、
平
成
19
年

民
主
党
副
代
表
を
歴
任
。
平
成
21
年

鳩
山
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）

に
就
任
。　

　

京
都
２
区
選
出

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に

泉い
ず
み　
健け
ん
た太 

氏
が
就
任

内
閣
府
副
大
臣
に

大お
お
し
ま島

　
敦

あ
つ
し 

氏
が
就
任

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に

前ま
え

原は
ら

誠せ
い

司じ 

氏
が
就
任
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琉球歴史浪漫の会顧問、劇作家●　亀　島　　靖

地域 の 目 シリーズ⓳

   C
hiiki no M

e

毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
七
時
、
登

録
年
齢
が
な
い
た
め
に
平
均
年

齢
が
わ
か
ら
な
い
中
高
年
（
？
）
の
男

女
が
つ
ど
う
集
会
が
あ
る
。
登
録
会
員

は
、
二
十
七
名
、
構
成
員
は
沖
縄
県
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
会
員
、
那
覇

市
街
角
ガ
イ
ド
、
那
覇
市
観
光
案
内
所
、

久
高
島
、
旧
知
念
村
文
化
財
案
内
講
師
、

中
城
城
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
と

み
し
ろ
史
跡
友
の
会
、
糸
満
市
観
光
市

民
ガ
イ
ド
、
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド

の
会
、
沖
縄
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ま

た
那
覇
バ
ス
、
東
陽
バ
ス
、
沖
縄
バ
ス
、

中
部
観
光
バ
ス
の
指
導
員
、
個
人
タ
ク

シ
ー
の
経
営
者
三
名
等
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

  　

会
員
は
い
ず
れ
も
現
場
経
験
五
年
以

上
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
で
、
文
字
通
り

沖
縄
観
光
最
前
線
の
人
材
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
月
、
懇
親

と
研
修
を
兼
ね
て
集
う
の
が
「
琉
球
歴

史
浪
漫
の
会
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一

家
言
を
持
つ
口
う
る
さ
い
年
齢
の
御
仁

ば
か
り
で
、
自
由
に
す
る
と
収
拾
が
つ

か
な
い
の
で
、
一
応
、
会
則
を
作
り
役

員
を
お
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
役
員

に
な
る
と
苦
労
が
多
く
、
早
く
年
を
と

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
断
る
人
物

は
い
な
い
。

　

会
の
発
足
の
原
因
は
、
平
成
十
六
年

二
月
に
実
施
さ
れ
た
沖
縄
県
観
光
産
業

人
材
育
成
事
業
の
中
の
歴
史
・
世
界
遺

産
ガ
イ
ド
養
成
講
座
で
あ
る
。
プ
ロ
の

歴
史
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講
座
だ
が
、

会
員
は
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
で
、
講
座
の
終
了
後
、
別
れ
別
れ

に
な
る
の
が
残
念
と
言
う
こ
と
か
ら
、

自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
の
が
「
浪
漫

の
会
」
で
足
か
け
六
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
毎
月
、
発
表
担
当
者
を
決
め
、

現
場
で
の
問
題
、
各
地
域
の
歴
史
、
文

化
、
等
を
研
修
し
て
い
る
。
年
に
一
度

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
「
ウ
ン

ジ
ャ
ミ
」
等
の
文
化
行
事
等
を
視
察
し

て
実
体
験
を
積
ん
で
い
る
。
時
に
は
、

伊
平
屋
島
、
伊
是
名
島
、
久
米
島
、
奄

美
大
島
等
に
で
か
け
て
史
跡
の
勉
強
会

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

会
が
継
続
し
て
い
る
大
き
な
理
由

は
、
会
員
個
人
の
参
加
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
会
員
一
人
一
人
が
琉
球
歴

史
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
学
校
で
教
わ
ら
な
い
琉
球
史

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
点
が
残
さ
れ

て
お
り
一
人
で
解
決
す
る
に
は
困
難
な

面
が
あ
る
が
、
会
員
お
互
い
で
議
論
す

る
こ
と
で
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
て

く
る
場
合
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
①
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の

ル
ー
ツ
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
②

な
ぜ
、
小
国
琉
球
が
、
国
際
大
国
中
国

か
ら
五
百
年
間
も
優
遇
措
置
を
受
け
ら

れ
た
の
か
？
③
な
ぜ
、
琉
球
の
進
貢
船

は
、
洋
上
で
一
度
も
倭
寇
に
襲
わ
れ
な

い
の
か
？
④
日
本
初
の
全
身
麻
酔
手
術

を
行
っ
た
高
嶺
徳
明
と
は
、
ど
ん
な
人

物
な
の
か
？
⑤
沖
縄
県
の
世
界
遺
産
の

半
分
近
く
を
作
っ
た
、
名
君
・
尚
真
王

と
は
？
⑥
源
為
朝
の
琉
球
渡
来
は
真
実

か
？
⑦
な
ぜ
、
台
風
の
多
い
沖
縄
で
、

グ
ス
ク
は
風
当
た
り
の
強
い
丘
の
上
に

築
か
れ
て
い
る
の
か
？
⑧
な
ぜ
、
二
千

年
前
の
中
国
の
貨
幣
「
明
刀
銭
」
は
、

本
土
で
は
出
土
せ
ず
沖
縄
だ
け
で
発
見

さ
れ
る
の
か
？
・
・
・
そ
の
他
に
、
護

佐
丸
は
な
ぜ
、
生
没
年
が
不
詳
な
の

か
？
な
ぜ
、
久
高
島
は
、
神
の
島
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
か
、
等
他
に
も
各
地
域

の
ロ
ー
カ
ル
性
ゆ
た
か
な
疑
問
点
が
数

多
く
あ
る
。

　

日
本
史
と
違
い
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中

国
、
朝
鮮
国
等
と
の
異
国
と
の
交
流
で

育
ま
れ
た
琉
球
の
王
国
史
と
文
化
は
、

会
員
に
つ
き
せ
ぬ
興
味
と
関
心
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
員
同
士
の

情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
。
①
こ
れ
ま

で
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
歴
史
用

語
や
表
現
手
法
が
、
歴
史
の
共
通
認

識
に
よ
っ
て
統
一
し
た
歴
史
表
現
で
ガ

イ
ド
で
き
る
。
こ
れ
は
受
け
る
側
の
観

光
客
、
修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
も
分
か

り
や
す
く
好
評
で
あ
る
。
②
各
地
域
の

伝
説
、
民
話
等
、
協
同
学
習
し
た
も
の

を
説
明
に
取
り
入
れ
、
よ
り
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
に
あ
ふ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

を
県
外
者
に
提
供
で
き
、
琉
球
史
に
関

心
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
現

場
で
得
た
観
光
客
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
等

を
、
定
例
研
修
会
で
情
報
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
組
み
立
て
ら
れ
る
。
県
外
か
ら
の
観

光
客
に
琉
球
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く

ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
会
の
目
的
で
も
あ

る
が
、
次
の
目
標
に
は
外
国
語
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
コ
ー
ス
が
あ
る
。

「琉球歴史の魅力」
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我
が
国
は
観
光
立
国
の
実
現
の
た

め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
訪
日
外
国

人
観
光
客
誘
致
事
業
（
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
展

ン
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
認
知
度
の
高

い
「
東
京
・
大
阪
・
京
都
」
や
気
候

的
に
大
き
く
違
う
「
雪
の
北
海
道
」

な
ど
に
人
気
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
旅
行
好
き
な
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
民
に
対
し
、
同
国
か
ら
一

番
近
い
日
本
で
あ
る
沖
縄
に
目
を

向
け
さ
せ
る
た
め
、
展
示
会
場
に

沖
縄
県
や(

財)

沖
縄
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
共
同
で

「O
K

IN
A

W
A

」
ブ
ー
ス
を
構
え
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

等
に
よ
り
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
や

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

※
「N

ATAS TRAVEL

」
の
主
催
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
全
国
旅
行
業
協
会

（N
ATAS

）
で
あ
り
、
来
場
客
が
そ
の

場
で
旅
行
商
品
を
格
安
で
購
入
で
き
る

た
め
、
毎
回
６
万
人
も
の
来
場
者
が
あ

る
人
気
の
高
い
フ
ェ
ア
で
す
。

　

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら

は
、「O

K
IN

A
W

A

は
ど
こ
に
あ
る

の
か
」
と
い
う
基
本
的
な
も
の
か
ら

「
主
な
観
光
地
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
」「
島
内
で
の
移
動
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
具
体

的
な
内
容
ま
で
多
種
多
様
な
質
問
が

あ
り
、
旅
行
好
き
な
国
民
の
一
端
を

垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
展
国
の

舞
台
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
日
本

か
ら
唯
一
参
加
し
た
沖
縄
の
エ
イ

サ
ー（
古
武
道
太
鼓
集
団「
風
之
舞
」）

の
勇
壮
な
演
武
や
華
麗
な
舞
は
来
場

者
を
魅
了
し
、
沖
縄
観
光
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
沖
縄

県
へ
の
直
行
便
が
な
い
た
め
台
北
経

由
や
東
京
、
大
阪
、
福
岡
を
経
由
し

た
ル
ー
ト
で
の
来
県
と
な
り
ま
す

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
地
旅
行

社
は
沖
縄
を
絡
め
た
日
本
旅
行
メ

ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
セ
ー
ル
ス
し
て

い
ま
し
た
。

　

準
備
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
最
終

日
中
盤
に
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
の
沖
縄
へ
の
関
心
の
高
さ
に

手
応
え
を
感
じ
、
２
０
１
０
年
訪
日

外
国
人
観
光
客
１
０
０
０
万
人
達
成

に
向
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
大
い
に

期
待
で
き
る
国
と
し
て
積
極
的
な
誘

客
事
業
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

開
し
て
い
ま
す
。

  

沖
縄
総
合
事
務
局
も
沖
縄
県
と
連

携
し
て
、
重
点
市
場
と
し
て
定
め
た

国
や
地
域
に
対
し
沖
縄
の
認
知
度
を

高
め
沖
縄
観
光
へ
の
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
旅
フ
ェ
ア
ー
「N

A
T

A
S 

T
RA

V
EL 2009

（
※
）」（
８
月
28

日
〜
30
日
）
に
出
展
し
ま
し
た
の
で

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
赤
道
近
く
に

位
置
す
る
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に

属
し
て
お
り
、
四
季
の
変
化
が
ほ
と

ん
ど
な
く
年
中
高
温
多
湿
で
す
。
国

土
面
積
は
沖
縄
県
全
体
の
面
積
の
約

１
／
３
で
す
が
、
人
口
は
沖
縄
県
の

約
３
・
５
倍
の
４
７
３
万
人
も
お
り
、

人
口
密
度
で
は
モ
ナ
コ
に
つ
い
で
世

界
第
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

都
市
国
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
国
民
の
海
外
旅
行
へ
の
関

心
が
非
常
に
高
く
、
海
外
旅
行
者

数
は
国
民
人
口
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
訪
日
旅
行
者
数
も
年
々
増
加
し

２
０
０
８
年
の
日
本
へ
の
入
域
客
数

は
16
万
７
，
９
０
０
人
に
な
り
ま
し

た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
へ
の
入

域
客
数
は
わ
ず
か
４
０
０
人
程
度
し

か
な
く
、（
沖
縄
県
全
体
の
外
国
人

観
光
客
数
は
約
19
万
人
）
そ
の
要
因

と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
沖
縄

Ｐ
Ｒ
事
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
、
日
本
観
光
の
「
ゴ
ー
ル
デ

シンガポール旅フェア

「NATAS TRAVEL 2009」出展について

1

ビジット・ジャパン・キャンペーンの取組み

２０１０年までに訪日外国人旅行者数を１，０００万人にするとの目標に向け、重点１２市
場を対象に、我が国の観光魅力を発信するとともに、日本への魅力的な旅行商品の造成
等を支援するビジット・ジャパン・キャンペーンを官民一体で推進。

英国

フランス ドイツ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

タイ

香港

中国 韓国

米国 オーストラリア

カナダ

台湾

訪日旅行者数の多い１２の国・地域

重点市場

※このほか、有望新興市場（インド、ロシア、マレー
シア）において調査を実施

（2009年度からフィリピン・インドネシア・イタリア・スペイン・ベ

トナム・メキシコ・ＧＣＣ諸国においても調査に着手。）

我が国の観光魅力を発信するための事業
○海外メディアの日本への招請、取材支援
○海外のＴＶＣＭ等による広告宣伝
○ＷＥＢサイトによる情報発信
○海外の旅行博覧会等への日本ブース出展

認知度向上事業

フランス・日仏観光交流年バス車体
広告（２００８年3月）

香港・メディア招請事業
（仙台・２００８年８月）

魅力的な訪日旅行商品の造成・販売支援や、
青少年交流の拡大に向けた事業
○海外旅行会社の日本への招請、商談会の実施
○訪日旅行商品の共同広告
○訪日教育旅行の誘致

誘客事業

シンガポール・訪日教育旅行セ
ミナー（２００８年８月）

大規模商談会・YŌKOSO！
JAPANトラベルマート
（２００８年１０月）

Visit Japan2010Visit Japan2010
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訪日外国人旅行者数の推移

１月 -18.4％

ビジット・ジャパン・
キャンペーン開始

万人

２月 -41.3％

1～７月計
３７２．８万

人
前年比

２７．８％減

注) 2009年6月以降の値は推計値

３月 -22.2％

４月 -19.7％

５月 -34.0％

６月 -37.7％

７月 -23.3％

国 年 H18 Ｈ19 Ｈ20

台湾 41,298 79,990 109,260 
香港 1,304 10,304 32,500 
中国 3,033 3,922 4,123 
韓国 10,508 14,153 13,433 
タイ 360 538 875 
米国 10,632 10,360 9,204 

フランス 164 541 278 
ドイツ 714 1,561 1,515 
ロシア 154 127 95 
その他 9,315 11,099 19,125
合 計 77,482 132,595 190,408

外国人入域客数（沖縄県）

人

年

資料出所：法務省大臣官房司法法制部編「出入国管理統計年報」

国 年 H18 Ｈ19 Ｈ20

英国 2,280 2,734 4,888 
豪州 774 911 1,363 

※その他の中で入域数の多い国

地方連携事業として取り組む国・地域

【訪日外国人観光客誘致事業】
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我
が
国
は
観
光
立
国
の
実
現
の
た

め
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
訪
日
外
国

人
観
光
客
誘
致
事
業
（
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
展

ン
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
認
知
度
の
高

い
「
東
京
・
大
阪
・
京
都
」
や
気
候

的
に
大
き
く
違
う
「
雪
の
北
海
道
」

な
ど
に
人
気
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
旅
行
好
き
な
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
民
に
対
し
、
同
国
か
ら
一

番
近
い
日
本
で
あ
る
沖
縄
に
目
を

向
け
さ
せ
る
た
め
、
展
示
会
場
に

沖
縄
県
や(
財)
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
共
同
で

「O
K

IN
A

W
A

」
ブ
ー
ス
を
構
え
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

等
に
よ
り
沖
縄
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
や

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

※
「N

ATAS TRAVEL

」
の
主
催
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
全
国
旅
行
業
協
会

（N
ATAS

）
で
あ
り
、
来
場
客
が
そ
の

場
で
旅
行
商
品
を
格
安
で
購
入
で
き
る

た
め
、
毎
回
６
万
人
も
の
来
場
者
が
あ

る
人
気
の
高
い
フ
ェ
ア
で
す
。

　

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら

は
、「O

K
IN

A
W

A

は
ど
こ
に
あ
る

の
か
」
と
い
う
基
本
的
な
も
の
か
ら

「
主
な
観
光
地
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
」「
島
内
で
の
移
動
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
具
体

的
な
内
容
ま
で
多
種
多
様
な
質
問
が

あ
り
、
旅
行
好
き
な
国
民
の
一
端
を

垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
展
国
の

舞
台
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
日
本

か
ら
唯
一
参
加
し
た
沖
縄
の
エ
イ

サ
ー（
古
武
道
太
鼓
集
団「
風
之
舞
」）

の
勇
壮
な
演
武
や
華
麗
な
舞
は
来
場

者
を
魅
了
し
、
沖
縄
観
光
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
沖
縄

県
へ
の
直
行
便
が
な
い
た
め
台
北
経

由
や
東
京
、
大
阪
、
福
岡
を
経
由
し

た
ル
ー
ト
で
の
来
県
と
な
り
ま
す

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
地
旅
行

社
は
沖
縄
を
絡
め
た
日
本
旅
行
メ

ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
セ
ー
ル
ス
し
て

い
ま
し
た
。

　

準
備
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
最
終

日
中
盤
に
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
の
沖
縄
へ
の
関
心
の
高
さ
に

手
応
え
を
感
じ
、
２
０
１
０
年
訪
日

外
国
人
観
光
客
１
０
０
０
万
人
達
成

に
向
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
大
い
に

期
待
で
き
る
国
と
し
て
積
極
的
な
誘

客
事
業
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

開
し
て
い
ま
す
。

  

沖
縄
総
合
事
務
局
も
沖
縄
県
と
連

携
し
て
、
重
点
市
場
と
し
て
定
め
た

国
や
地
域
に
対
し
沖
縄
の
認
知
度
を

高
め
沖
縄
観
光
へ
の
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
旅
フ
ェ
ア
ー
「N

A
T

A
S 

T
RA

V
EL 2009

（
※
）」（
８
月
28

日
〜
30
日
）
に
出
展
し
ま
し
た
の
で

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
赤
道
近
く
に

位
置
す
る
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に

属
し
て
お
り
、
四
季
の
変
化
が
ほ
と

ん
ど
な
く
年
中
高
温
多
湿
で
す
。
国

土
面
積
は
沖
縄
県
全
体
の
面
積
の
約

１
／
３
で
す
が
、
人
口
は
沖
縄
県
の

約
３
・
５
倍
の
４
７
３
万
人
も
お
り
、

人
口
密
度
で
は
モ
ナ
コ
に
つ
い
で
世

界
第
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

都
市
国
家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
国
民
の
海
外
旅
行
へ
の
関

心
が
非
常
に
高
く
、
海
外
旅
行
者

数
は
国
民
人
口
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
訪
日
旅
行
者
数
も
年
々
増
加
し

２
０
０
８
年
の
日
本
へ
の
入
域
客
数

は
16
万
７
，
９
０
０
人
に
な
り
ま
し

た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
へ
の
入

域
客
数
は
わ
ず
か
４
０
０
人
程
度
し

か
な
く
、（
沖
縄
県
全
体
の
外
国
人

観
光
客
数
は
約
19
万
人
）
そ
の
要
因

と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
沖
縄

Ｐ
Ｒ
事
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
、
日
本
観
光
の
「
ゴ
ー
ル
デ

シンガポール旅フェア

「NATAS TRAVEL 2009」出展について

1

ビジット・ジャパン・キャンペーンの取組み

２０１０年までに訪日外国人旅行者数を１，０００万人にするとの目標に向け、重点１２市
場を対象に、我が国の観光魅力を発信するとともに、日本への魅力的な旅行商品の造成
等を支援するビジット・ジャパン・キャンペーンを官民一体で推進。

英国

フランス ドイツ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

タイ

香港

中国 韓国

米国 オーストラリア

カナダ

台湾

訪日旅行者数の多い１２の国・地域

重点市場

※このほか、有望新興市場（インド、ロシア、マレー
シア）において調査を実施

（2009年度からフィリピン・インドネシア・イタリア・スペイン・ベ

トナム・メキシコ・ＧＣＣ諸国においても調査に着手。）

我が国の観光魅力を発信するための事業
○海外メディアの日本への招請、取材支援
○海外のＴＶＣＭ等による広告宣伝
○ＷＥＢサイトによる情報発信
○海外の旅行博覧会等への日本ブース出展

認知度向上事業

フランス・日仏観光交流年バス車体
広告（２００８年3月）

香港・メディア招請事業
（仙台・２００８年８月）

魅力的な訪日旅行商品の造成・販売支援や、
青少年交流の拡大に向けた事業
○海外旅行会社の日本への招請、商談会の実施
○訪日旅行商品の共同広告
○訪日教育旅行の誘致

誘客事業

シンガポール・訪日教育旅行セ
ミナー（２００８年８月）

大規模商談会・YŌKOSO！
JAPANトラベルマート
（２００８年１０月）

Visit Japan2010Visit Japan2010
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訪日外国人旅行者数の推移

１月 -18.4％

ビジット・ジャパン・
キャンペーン開始

万人

２月 -41.3％

1～７月計
３７２．８万

人
前年比

２７．８％減

注) 2009年6月以降の値は推計値

３月 -22.2％

４月 -19.7％

５月 -34.0％

６月 -37.7％

７月 -23.3％

国 年 H18 Ｈ19 Ｈ20

台湾 41,298 79,990 109,260 
香港 1,304 10,304 32,500 
中国 3,033 3,922 4,123 
韓国 10,508 14,153 13,433 
タイ 360 538 875 
米国 10,632 10,360 9,204 

フランス 164 541 278 
ドイツ 714 1,561 1,515 
ロシア 154 127 95 
その他 9,315 11,099 19,125
合 計 77,482 132,595 190,408

外国人入域客数（沖縄県）

人

年

資料出所：法務省大臣官房司法法制部編「出入国管理統計年報」

国 年 H18 Ｈ19 Ｈ20

英国 2,280 2,734 4,888 
豪州 774 911 1,363 

※その他の中で入域数の多い国

地方連携事業として取り組む国・地域

【訪日外国人観光客誘致事業】



仕事の窓仕事の窓

沖
縄
総
合
事
務
局
防
災
訓
練（
地
震
・
津
波
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

総務部／開発建設部

仕事の窓仕事の窓

今
こ
そ
太
陽
光
発
電

買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、午
前
9
時
15
分
に
沖
縄
本
島

南
西
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8・0
、震
度
6

弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、本

局
職
員
全
員
参
加
の
緊
急
地
震
速
報
対

応
に
始
ま
り
、離
島
を
含
め
た
全
職
員
の

安
否
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、防
災
担
当
職
員
で
実
施
し
た

訓
練
は
、総
務
部
は
、災
害
対
策
本
部
の

立
ち
上
げ
、入
居
庁
舎
の
安
全
確
認
や
災

害
広
報
訓
練
、関
係
機
関
及
び
各
部
と
の

連
絡
調
整
訓
練
を
行
い
、財
務
部
は
、所

管
業
務
の
う
ち
沖
縄
本
島
及
び
石
垣
島

に
所
在
す
る
公
務
員
合
同
宿
舎
の
被
災

情
報
連
絡
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
部
は
、災
害
対
策
支
部
の
立

ち
上
げ
、地
震
に
よ
り
名
護
市
喜
瀬
集
落

の
農
道
法
面
が
崩
壊
し
、農
道
埋
塞
が
発

生
し
た
こ
と
及
び
漁
港
施
設（
糸
満
漁

港
）の
津
波
被
害
の
情
報
が
沖
縄
県
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
と
の
想
定
で
適
切
な
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
発
建
設
部
は
、所
管
す
る
ダ
ム
、道

路
、港
湾
、公
園
及
び
官
庁
営
繕
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
被
災
し
た
と
の
想
定
で
、沖
縄

県
や
国
の
関
係
機
関
の
ほ
か
、沖
縄
建
設

弘
済
会
、沖
縄
県
建
設
業
協
会
、日
本
道

路
建
設
業
協
会
沖
縄
支
部
及
び
沖
縄
県

舗
装
業
協
会
と
連
携
し
た
災
害
支
援
訓

練
、ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
防
災
ヘ
リ

に
よ
る
現
地
災
害
映
像
を
関
係
機
関
に

送
信
す
る
こ
と
や
、衛
星
小
型
画
像
伝
送

装
置
に
よ
る
被
災
現
場
の
状
況
調
査
及

び
画
像
配
信
訓
練
、災
害
対
策
支
部
と
の

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
応
急
対
策

訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊
員
（
T
E
C
│

F
O
R
C
E
）の
派
遣
に
つ
い
て
の
訓
練

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

運
輸
部
は
、那
覇
港
に
停
泊
中
の
船
舶

や
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
停
車
中
の
バ
ス

が
被
災
し
た
と
の
想
定
で
被
害
状
況
や

運
航（
行
）状
況
等
の
情
報
連
絡
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、那
覇
産
業
保
安
監

督
事
務
所
、沖
縄
気
象
台
、国
土
地
理
院

沖
縄
支
所
、第
十
一
管
区
海
上
保
安
本

部
、陸
上
自
衛
隊
第
一
混
成
団
及
び
沖
縄

県
等
の
関
係
機
関
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、有
意
義
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、訓
練
後
に
挙
が
っ
た
様
々
な

反
省
点
を
次
回
以
降
の
訓
練
に
生
か
し

て
、当
局
の
防
災
体
制
の
強
化
、充
実
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

経済産業部
○
太
陽
光
発
電
買
取
制
度

　

２
０
０
９
年
11
月
１
日
か
ら「
太
陽
光

発
電
の
買
取
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、太
陽
電
池
を
使
っ
て
家

庭
で
作
ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、自
宅
で
使

わ
れ
ず
に
余
っ
た
分
を
従
来
の
２
倍（
１
ｋ

ｗ
ｈ
あ
た
り
48
円
※
）で
10
年
間
売
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の
で

す
。こ
れ
に
よ
り
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
に
か
か
る
費
用
も
約
10
〜
15
年
で

回
収
出
来
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
。買

取
に
か
か
っ
た
費
用
は
、電
力
を
利
用
す

る
方
、全
員
で
負
担
す
る「
全
員
参
加

型
」の
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

○
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
沖
縄
総
合
事
務

局
で
は
、広
く
県
民
の
皆
様
に
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、積
極
的
に
意
見
を
交

換
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、平
成
21
年
10

月
８
日
に
当
局
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
、

「
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
太
陽

光
発
電
の
買
取
制
度
説
明
会
―
」を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
太

陽
光
発
電
買
取
制
度
室
の
黒
部
一隆
氏
か

ら
制
度
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、会
場

内
に
は
大
勢
の
方
々
が
集
ま
り
、熱
心
に

聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

○
低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
て

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
拡
大
に
つい
て
は
、

「
２
０
２
０
年
頃
に
現
状
の
20
倍
程
度
」と

い
う
高
い
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。経

済
産
業
省
は
こ
れ
ま
で
も
導
入
に
対
す
る

補
助
制
度
や
税
制
優
遇
な
ど
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、本
制
度
は
太
陽

光
発
電
への
更
な
る
普
及
拡
大
施
策
の一つ

と
し
て
、国
全
体
で
取
り
組
み
、「
一億
二
千

万
人
の一
歩
」が
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
想
い
を
共
有
し「
全
員
参
加

型
」で
推
し
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。如
何
で
し
ょ
う
？
皆
様
も
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
本
格
的
に
ご
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
当
初
は
住
宅
用
48
円・非
住
宅
用
24
円
、自
家
発

電
設
備
併
設
の
場
合
、住
宅
用
39
円
、非
住
宅
用

20
円
。

2 1

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
去
る
10
月
8
日
、
地
震
・
津
波
の
災
害
を
想
定
し
て
、
災
害
対
策
の
適
切
な
初
動
体
制
を
確
立
し
、
関
係
機
関
と
の
間
に
お
い
て
関
連
情
報
等
の
伝
達

が
迅
速
か
つ
的
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

太陽光発電の新たな買取制度
現在、政府では１１月１日から開始される「太陽光発電の新たな買取制度」の準備を進めています！

この制度により、日本の太陽光発電導入量を拡大することで、エネルギー源の多様化に加えて、温暖化対策や経
済発展にも大きく貢献できます。詳しくは買取制度HP（URL： http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori/index.html ）を御覧ください。

○ 太陽光発電システムで作られた電力のうち、余剰電力が買取対象となります。
○ 買取期間は買取を開始した時点から10年間で、買取価格は固定されます。
（※設置された年度によって価格が低減していきます。導入当初は住宅用（１０ｋＷ未満）であれば48円です。）

○ 負担額については、電力需要家全員で負担をする全員参加型の制度です。

買取制度のポイント

買取収入

余剰となる電気

太陽光発電の導入者

太陽光
サーチャージ
（全電力需要家
によって負担）

電気電
力
会
社

需
要
家

買取収入
（住宅用以外２４円/ｋＷｈ等）

余剰となる電気

※自家発電設備を併設している場合は、住宅用、それ以外それぞれ３９円、２０円（導入当初）。

（住宅用４８円/ｋＷｈ等）
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仕事の窓仕事の窓

沖
縄
総
合
事
務
局
防
災
訓
練（
地
震
・
津
波
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

総務部／開発建設部

仕事の窓仕事の窓

今
こ
そ
太
陽
光
発
電

買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、午
前
9
時
15
分
に
沖
縄
本
島

南
西
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8・0
、震
度
6

弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、本

局
職
員
全
員
参
加
の
緊
急
地
震
速
報
対

応
に
始
ま
り
、離
島
を
含
め
た
全
職
員
の

安
否
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、防
災
担
当
職
員
で
実
施
し
た

訓
練
は
、総
務
部
は
、災
害
対
策
本
部
の

立
ち
上
げ
、入
居
庁
舎
の
安
全
確
認
や
災

害
広
報
訓
練
、関
係
機
関
及
び
各
部
と
の

連
絡
調
整
訓
練
を
行
い
、財
務
部
は
、所

管
業
務
の
う
ち
沖
縄
本
島
及
び
石
垣
島

に
所
在
す
る
公
務
員
合
同
宿
舎
の
被
災

情
報
連
絡
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
部
は
、災
害
対
策
支
部
の
立

ち
上
げ
、地
震
に
よ
り
名
護
市
喜
瀬
集
落

の
農
道
法
面
が
崩
壊
し
、農
道
埋
塞
が
発

生
し
た
こ
と
及
び
漁
港
施
設（
糸
満
漁

港
）の
津
波
被
害
の
情
報
が
沖
縄
県
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
と
の
想
定
で
適
切
な
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
発
建
設
部
は
、所
管
す
る
ダ
ム
、道

路
、港
湾
、公
園
及
び
官
庁
営
繕
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
被
災
し
た
と
の
想
定
で
、沖
縄

県
や
国
の
関
係
機
関
の
ほ
か
、沖
縄
建
設

弘
済
会
、沖
縄
県
建
設
業
協
会
、日
本
道

路
建
設
業
協
会
沖
縄
支
部
及
び
沖
縄
県

舗
装
業
協
会
と
連
携
し
た
災
害
支
援
訓

練
、ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
防
災
ヘ
リ

に
よ
る
現
地
災
害
映
像
を
関
係
機
関
に

送
信
す
る
こ
と
や
、衛
星
小
型
画
像
伝
送

装
置
に
よ
る
被
災
現
場
の
状
況
調
査
及

び
画
像
配
信
訓
練
、災
害
対
策
支
部
と
の

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
応
急
対
策

訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊
員
（
T
E
C
│

F
O
R
C
E
）の
派
遣
に
つ
い
て
の
訓
練

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

運
輸
部
は
、那
覇
港
に
停
泊
中
の
船
舶

や
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
停
車
中
の
バ
ス

が
被
災
し
た
と
の
想
定
で
被
害
状
況
や

運
航（
行
）状
況
等
の
情
報
連
絡
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、那
覇
産
業
保
安
監

督
事
務
所
、沖
縄
気
象
台
、国
土
地
理
院

沖
縄
支
所
、第
十
一
管
区
海
上
保
安
本

部
、陸
上
自
衛
隊
第
一
混
成
団
及
び
沖
縄

県
等
の
関
係
機
関
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、有
意
義
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、訓
練
後
に
挙
が
っ
た
様
々
な

反
省
点
を
次
回
以
降
の
訓
練
に
生
か
し

て
、当
局
の
防
災
体
制
の
強
化
、充
実
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

経済産業部
○
太
陽
光
発
電
買
取
制
度

　

２
０
０
９
年
11
月
１
日
か
ら「
太
陽
光

発
電
の
買
取
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、太
陽
電
池
を
使
っ
て
家

庭
で
作
ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、自
宅
で
使

わ
れ
ず
に
余
っ
た
分
を
従
来
の
２
倍（
１
ｋ

ｗ
ｈ
あ
た
り
48
円
※
）で
10
年
間
売
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
も
の
で

す
。こ
れ
に
よ
り
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
に
か
か
る
費
用
も
約
10
〜
15
年
で

回
収
出
来
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
。買

取
に
か
か
っ
た
費
用
は
、電
力
を
利
用
す

る
方
、全
員
で
負
担
す
る「
全
員
参
加

型
」の
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

○
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
沖
縄
総
合
事
務

局
で
は
、広
く
県
民
の
皆
様
に
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、積
極
的
に
意
見
を
交

換
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、平
成
21
年
10

月
８
日
に
当
局
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
、

「
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
太
陽

光
発
電
の
買
取
制
度
説
明
会
―
」を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
太

陽
光
発
電
買
取
制
度
室
の
黒
部
一隆
氏
か

ら
制
度
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、会
場

内
に
は
大
勢
の
方
々
が
集
ま
り
、熱
心
に

聞
き
入
って
い
ま
し
た
。

○
低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
て

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
拡
大
に
つい
て
は
、

「
２
０
２
０
年
頃
に
現
状
の
20
倍
程
度
」と

い
う
高
い
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。経

済
産
業
省
は
こ
れ
ま
で
も
導
入
に
対
す
る

補
助
制
度
や
税
制
優
遇
な
ど
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、本
制
度
は
太
陽

光
発
電
への
更
な
る
普
及
拡
大
施
策
の一つ

と
し
て
、国
全
体
で
取
り
組
み
、「
一億
二
千

万
人
の一
歩
」が
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
想
い
を
共
有
し「
全
員
参
加

型
」で
推
し
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。如
何
で
し
ょ
う
？
皆
様
も
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
本
格
的
に
ご
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
当
初
は
住
宅
用
48
円・非
住
宅
用
24
円
、自
家
発

電
設
備
併
設
の
場
合
、住
宅
用
39
円
、非
住
宅
用

20
円
。

2 1

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
去
る
10
月
8
日
、
地
震
・
津
波
の
災
害
を
想
定
し
て
、
災
害
対
策
の
適
切
な
初
動
体
制
を
確
立
し
、
関
係
機
関
と
の
間
に
お
い
て
関
連
情
報
等
の
伝
達

が
迅
速
か
つ
的
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

太陽光発電の新たな買取制度
現在、政府では１１月１日から開始される「太陽光発電の新たな買取制度」の準備を進めています！

この制度により、日本の太陽光発電導入量を拡大することで、エネルギー源の多様化に加えて、温暖化対策や経
済発展にも大きく貢献できます。詳しくは買取制度HP（URL： http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori/index.html ）を御覧ください。

○ 太陽光発電システムで作られた電力のうち、余剰電力が買取対象となります。
○ 買取期間は買取を開始した時点から10年間で、買取価格は固定されます。
（※設置された年度によって価格が低減していきます。導入当初は住宅用（１０ｋＷ未満）であれば48円です。）

○ 負担額については、電力需要家全員で負担をする全員参加型の制度です。

買取制度のポイント

買取収入

余剰となる電気

太陽光発電の導入者

太陽光
サーチャージ
（全電力需要家
によって負担）

電気電
力
会
社

需
要
家

買取収入
（住宅用以外２４円/ｋＷｈ等）

余剰となる電気

※自家発電設備を併設している場合は、住宅用、それ以外それぞれ３９円、２０円（導入当初）。

（住宅用４８円/ｋＷｈ等）
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【調査の目的】
本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計法に基づ
く一般統計調査として年４回（２、５、８、１１月）実
施。

【調査の時点】　 平成21年8月２５日

【調査対象期間】
　判断項目／
　21年7～9月期及び9月末見込み
　21年10～12月期及び12月末見通し
　22年1～3月期及び3月末見通し
　計数項目／
　21年度上期実績見込み
　21年度下期見通し

調査の概要

ＢＳＩの計算法
（Business Survey Index）

例　「景況判断」の場合

回収率
（％）

対　象
企業数

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

111
17
94
22

8
8

21
21

108
17
91
21

8
8

20
20

97.3
100.0

96.8
95.5

100.0
100.0

95.2
95.2

回　答
企業数

（単位：社）

現状判断は、「下降」が「上昇」を上回る

現状、先行きとも「不足気味」が「過剰気味」を上回る雇用

２１年度は減収見通し

21年
4～6月
前回調査

２1年
7～9月
現状判断

２1年
10～12月
見通し

22年
1～3月
見通し

▲27.2

5.9

▲12.5

▲33.7

▲42.9

▲25.0

▲62.5

▲10.5

▲43.8

▲11.1

▲11.8

0.0

▲11.0

▲28.6

▲37.5

▲25.0

0.0

0.0

▲11.1

29.4

14.3

▲18.7

▲23.8

0.0

0.0

▲5.0

▲40.0

（▲5.8）

（▲11.8）

（0.0）

（▲4.7）

（▲19.0）

（25.0）

（0.0）

（▲10.5）

（▲12.5）
(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）時の見通し

（▲1.0）

（17.6）

（0.0）

（▲4.7）

（▲4.8）

（12.5）

（0.0）

（0.0）

（▲6.3）

▲1.9

▲5.9

▲42.9

▲1.1

14.3

0.0

0.0

0.0

▲15.0

(単位：％ポイント)

企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）　（前期比「上昇」－「下降」社数構成比）

21年度
上 期 下 期

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

▲6.2
▲10.0
▲5.5
▲2.4
▲2.5
▲6.0
▲6.3
▲6.8

（▲4.7）

（▲8.8）

（▲4.0）

（9.6）

（▲2.8）

（▲5.1）

（▲6.6）

（▲3.3）

▲8.7
▲13.2
▲7.9
▲0.9
▲1.2
▲5.5
▲10.3
▲11.7

▲3.7
▲6.9
▲3.0
▲3.8
▲3.7
▲6.4
▲2.1
▲0.8

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く)

景況判断

調査対象企業の範囲
21年6月末
前回調査

21年９月末
現状判断

21年12月末
見通し

22年3月末
見通し

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

2.0
0.0
2.4
▲5.0
12.5
0.0

▲11.1
20.0

8.3
5.9
8.8
9.5

12.5
25.0
10.0
5.0

7.4
5.9
7.7
0.0

12.5
25.0
15.0
5.0

（4.0）

（5.9）

（3.6）

（▲10.0）

（12.5）

（0.0）

（11.1）

（13.3）
(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）時の見通し

（2.0）

（5.9）

（1.2）

（5.0）

（12.5）

（0.0）

（0.0）

（0.0）

9.3
5.9
9.9
0.0

12.5
37.5

5.0
10.0

(単位：％ポイント)

従業員数判断ＢＳＩ（原数値） （期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）

売上高

２１年度は減益見通し経常利益

２１年度は増加見通し設備投資 （注：ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く)

全　産　業
電気・ガス・水道を
除く全産業

全 　 産 　 業

製　造　業
非 製 造 業
情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

サービス業

（16.4）

（▲28.6）

（12.7）

（16.8）

（▲32.3）

（▲31.3）

（▲68.2）

（▲28.3）

18.5
▲24.3
▲12.8

22.2
▲42.7

15.3
▲66.8

83.8

14.4
▲31.0
▲36.1

22.2
▲53.9

83.6
▲72.3
▲37.5

22.6
▲16.4

27.8
22.2
▲30.5
▲65.8
▲59.3
183.5

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

沖縄県内に所在する資本金１千万円以上の法人企業 
●対象企業数：111社
●回答企業数：108社
●回　収　率：97.3％

H19年
1～3月期

H19年
4～6月期

H19年
7～9月期

H19年
10～12月期

H20年
1～3月期

H20年
4～6月期

H20年
7～9月期

H20年
10～12月期

H21年
1～3月期

H21年
4～6月期

H21年
7～9月期

（現状判断）

H21年
10～12月期
（見通し）

H22年
1～3月期
（見通し）

上
昇

下
降

製造業

全産業

非製造業

不
足
気
味

過
剰
気
味

H19年
6月末

H19年
9月末

H19年
12月末

H20年
3月末

H20年
6月末

H20年
9月末

H20年
12月末

H21年
3月末

H21年
6月末

H21年
9月末

（現状判断）

H21年
12月末
（見通し）

H22年
3月末

（見通し）

製造業全産業 非製造業

▲8.7

▲5.1

▲16.1

▲3.1

▲6.1

▲25.6

▲2.7
▲3.9

▲5.6
▲3.6

▲7.9

▲3.7

▲6.9

▲3.0

21年度下期21年度上期21年度通期

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

21年度下期21年度上期21年度通期

製 　 造 　 業

食料品製造業

非 製 造 業

建 　 設 　 業

情 報 通 信 業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

サ ー ビ ス 業

HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 1S HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 3S

第
22
回

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

（
平
成
21
年
7
〜
9
月
期
調
査
）沖
縄
管
内
分

平
成
２１
年
７
〜
９
月
期
沖
縄
管
内
分
の
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

２１
年
７
〜
９
月
期
の
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
２１
年
４
〜
６
月
期
と
比
較
す
る
と
、全
産
業
で
現
状
判
断
は「
下
降
」
が「
上
昇
」

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

財務部

前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％
「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％
「不明」と回答した企業の構成比… 5.0％

ＢＳＩ＝
（「上昇」と回答した企業の構成比40.0％）
－（「下降」と回答した企業の構成比30.0％）
　　　　　＝10.0％ポイント

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

40

▲20
▲15
▲10
▲5

0
5

10
15
20

21年度
上 期 下 期

上 期 下 期

▲5.1
▲16.1
▲3.1

1.9
▲14.2

48.4
8.1

15.7

（▲6.0）

（▲5.3）

（▲6.2）

（▲29.2）

（▲15.2）

（64.2）

（7.3）

（18.7）

▲6.1
▲25.6
▲2.7
34.2
▲6.1
73.8

0.9
▲2.2

21年度

▲3.9
▲5.6
▲3.6
▲17.8
▲22.3

23.1
15.6

21年度下期21年度上期21年度通期

18.5
22.2

14.4

22.2
27.8

22.6 22.2

▲36.1

▲12.8

▲6.2

▲10.0

▲5.5

▲13.2

黒字転化

0809



【調査の目的】
本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計法に基づ
く一般統計調査として年４回（２、５、８、１１月）実
施。

【調査の時点】　 平成21年8月２５日

【調査対象期間】
　判断項目／
　21年7～9月期及び9月末見込み
　21年10～12月期及び12月末見通し
　22年1～3月期及び3月末見通し
　計数項目／
　21年度上期実績見込み
　21年度下期見通し

調査の概要

ＢＳＩの計算法
（Business Survey Index）

例　「景況判断」の場合

回収率
（％）

対　象
企業数

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

111
17
94
22

8
8

21
21

108
17
91
21

8
8

20
20

97.3
100.0

96.8
95.5

100.0
100.0

95.2
95.2

回　答
企業数

（単位：社）

現状判断は、「下降」が「上昇」を上回る

現状、先行きとも「不足気味」が「過剰気味」を上回る雇用

２１年度は減収見通し

21年
4～6月
前回調査

２1年
7～9月
現状判断

２1年
10～12月
見通し

22年
1～3月
見通し

▲27.2

5.9

▲12.5

▲33.7

▲42.9

▲25.0

▲62.5

▲10.5

▲43.8

▲11.1

▲11.8

0.0

▲11.0

▲28.6

▲37.5

▲25.0

0.0

0.0

▲11.1

29.4

14.3

▲18.7

▲23.8

0.0

0.0

▲5.0

▲40.0

（▲5.8）

（▲11.8）

（0.0）

（▲4.7）

（▲19.0）

（25.0）

（0.0）

（▲10.5）

（▲12.5）
(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）時の見通し

（▲1.0）

（17.6）

（0.0）

（▲4.7）

（▲4.8）

（12.5）

（0.0）

（0.0）

（▲6.3）

▲1.9

▲5.9

▲42.9

▲1.1

14.3

0.0

0.0

0.0

▲15.0

(単位：％ポイント)

企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）　（前期比「上昇」－「下降」社数構成比）

21年度
上 期 下 期

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

▲6.2
▲10.0
▲5.5
▲2.4
▲2.5
▲6.0
▲6.3
▲6.8

（▲4.7）

（▲8.8）

（▲4.0）

（9.6）

（▲2.8）

（▲5.1）

（▲6.6）

（▲3.3）

▲8.7
▲13.2
▲7.9
▲0.9
▲1.2
▲5.5
▲10.3
▲11.7

▲3.7
▲6.9
▲3.0
▲3.8
▲3.7
▲6.4
▲2.1
▲0.8

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く)

景況判断

調査対象企業の範囲
21年6月末
前回調査

21年９月末
現状判断

21年12月末
見通し

22年3月末
見通し

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
サービス業

2.0
0.0
2.4
▲5.0
12.5
0.0

▲11.1
20.0

8.3
5.9
8.8
9.5

12.5
25.0
10.0
5.0

7.4
5.9
7.7
0.0

12.5
25.0
15.0
5.0

（4.0）

（5.9）

（3.6）

（▲10.0）

（12.5）

（0.0）

（11.1）

（13.3）
(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）時の見通し

（2.0）

（5.9）

（1.2）

（5.0）

（12.5）

（0.0）

（0.0）

（0.0）

9.3
5.9
9.9
0.0

12.5
37.5

5.0
10.0

(単位：％ポイント)

従業員数判断ＢＳＩ（原数値） （期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）

売上高

２１年度は減益見通し経常利益

２１年度は増加見通し設備投資 （注：ソフトウェア投資額及び土地購入額を除く)

全　産　業
電気・ガス・水道を
除く全産業

全 　 産 　 業

製　造　業
非 製 造 業
情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

サービス業

（16.4）

（▲28.6）

（12.7）

（16.8）

（▲32.3）

（▲31.3）

（▲68.2）

（▲28.3）

18.5
▲24.3
▲12.8

22.2
▲42.7

15.3
▲66.8

83.8

14.4
▲31.0
▲36.1

22.2
▲53.9

83.6
▲72.3
▲37.5

22.6
▲16.4

27.8
22.2
▲30.5
▲65.8
▲59.3
183.5

(注）■色字は前回調査（21年4～6月期）結果

(前年同期比増減率：％)

沖縄県内に所在する資本金１千万円以上の法人企業 
●対象企業数：111社
●回答企業数：108社
●回　収　率：97.3％

H19年
1～3月期

H19年
4～6月期

H19年
7～9月期

H19年
10～12月期

H20年
1～3月期

H20年
4～6月期

H20年
7～9月期

H20年
10～12月期

H21年
1～3月期

H21年
4～6月期

H21年
7～9月期

（現状判断）

H21年
10～12月期
（見通し）

H22年
1～3月期
（見通し）

上
昇

下
降

製造業

全産業

非製造業

不
足
気
味

過
剰
気
味

H19年
6月末

H19年
9月末

H19年
12月末

H20年
3月末

H20年
6月末

H20年
9月末

H20年
12月末

H21年
3月末

H21年
6月末

H21年
9月末

（現状判断）

H21年
12月末
（見通し）

H22年
3月末

（見通し）

製造業全産業 非製造業

▲8.7

▲5.1

▲16.1

▲3.1

▲6.1

▲25.6

▲2.7
▲3.9

▲5.6
▲3.6

▲7.9

▲3.7

▲6.9

▲3.0

21年度下期21年度上期21年度通期

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

21年度下期21年度上期21年度通期

製 　 造 　 業

食料品製造業

非 製 造 業

建 　 設 　 業

情 報 通 信 業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

サ ー ビ ス 業

HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 1S HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 3S

第
22
回

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

（
平
成
21
年
7
〜
9
月
期
調
査
）沖
縄
管
内
分

平
成
２１
年
７
〜
９
月
期
沖
縄
管
内
分
の
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

２１
年
７
〜
９
月
期
の
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
２１
年
４
〜
６
月
期
と
比
較
す
る
と
、全
産
業
で
現
状
判
断
は「
下
降
」
が「
上
昇
」

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

財務部

前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％
「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％
「不明」と回答した企業の構成比… 5.0％

ＢＳＩ＝
（「上昇」と回答した企業の構成比40.0％）
－（「下降」と回答した企業の構成比30.0％）
　　　　　＝10.0％ポイント

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0
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20
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40

▲20
▲15
▲10
▲5

0
5

10
15
20

21年度
上 期 下 期

上 期 下 期

▲5.1
▲16.1
▲3.1

1.9
▲14.2

48.4
8.1

15.7

（▲6.0）

（▲5.3）

（▲6.2）

（▲29.2）

（▲15.2）

（64.2）

（7.3）

（18.7）

▲6.1
▲25.6
▲2.7
34.2
▲6.1
73.8

0.9
▲2.2

21年度

▲3.9
▲5.6
▲3.6
▲17.8
▲22.3

23.1
15.6

21年度下期21年度上期21年度通期

18.5
22.2

14.4

22.2
27.8

22.6 22.2

▲36.1

▲12.8

▲6.2

▲10.0

▲5.5

▲13.2

黒字転化
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仕事の窓
HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

沖
縄
版「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

実
践
週
間
の
結
果
に
つ
い
て

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
食
育
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
食
生
活
改
善
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
、
毎
年
６
月
の
食
育
月
間
に
実
践

週
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
第
四
回
の
実
践
週
間
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
健
康
長
寿
県
の
復
活
に
向
け
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
な
ど
、
食
生
活
の
改
善
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農林水産部
沖
縄
版「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の

実
践
結
果

実
践
期
間

    

平
成
21
年
６
月
15
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　

21
日（
日
）の
７
日
間

実
践
参
加
者 

参
加
者
の
構
成 

　

参
加
者
総
数
は
２
８
０
人
で
、う
ち
男

性
が
１
３
０
人
、女
性
が
１
５
０
人
。年
代

別
に
見
る
と
20
代
の
67
人
が
最
も
多
く
、次

い
で
30
代
が
61
人
、10
代
が
59
人
で
し
た
。

 

実
践
週
間
の
結
果

〔
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
〕

  

〔
食
生
活
の
結
果
〕

  

１
週
間
を
通
し
て
、主
食
、副
菜
、主
菜
、

牛
乳・乳
製
品
、果
物
の
す
べ
て
の
料
理
区

分
に
つ
い
て
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」に

沿
っ
た
食
事
を
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ま
た
、５
つ
の
料
理
区
分
の
う
ち
、４
つ
の

料
理
区
分
で
適
量
を
摂
取
し
、「
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
」が
で
き
た
人
は
４
人（
１・

４
％
）で
し
た
。

〔
各
料
理
区
分
を
適
量
食
べ
た
人
の
割
合
〕

  

５
つ
の
料
理
区
分
の
い
ず
れ
に
つい
て
も
、

適
量
摂
取
し
た
人
の
割
合
は
少
な
く
、特

に
、果
物
、牛
乳・乳
製
品
、副
菜
は
極
め
て

少
な
い
も
の
で
し
た
。

〔
朝
食
の
摂
食
回
数
〕

　

男
女
と
も
、半
分
以
上
の
人
が
毎
日
朝

食
を
摂
っ
て
い
ま
し
た（
男
性
が
52
％
、女

性
が
51
％
）。

　

男
性
は
、年
齢
が
高
い
層
は
毎
日
朝
食

を
摂
っ
て
お
り
、50
代
以
上
で
76
％
、40
代

で
56
％
が
毎
日
朝
食
を
摂
って
い
ま
し
た
。

ま
た
、10
代
も
53
％
が
毎
日
朝
食
を
摂
る一

方
、20
代
は
14
％
し
か
毎
日
朝
食
を
摂
ら

ず
、14
％
が
朝
食
を一度
も
摂
って
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

女
性
も
、年
齢
が
高
い
層
は
毎
日
朝
食

を
と
っ
て
お
り
、30
代
で
64
％
、40
代
で

79
％
、50
代
以
上
で
64
％
が
毎
日
朝
食
を

摂
っ
て
い
ま
し
た
。一方
、一度
も
朝
食
を
摂

ら
な
い
の
は
、20
代
の
４
％
等
で
し
た
。

  　〔
肥
満
者
の
状
況
〕

  

肥
満
者（
B
M
I
25
以
上
）の
割
合
は
、男

性
は
37
％
、女
性
は
７
％
で
し
た
。

　

男
性
は
、年
齢
と
と
も
に
肥
満
が
増
加

し
、30
代
で
36
％
、40
代
で
47
％
、50
代
以

上
で
48
％
で
し
た
。

　

女
性
は
、50
代
以
上
の
肥
満
者
率
が

14
％
で
、次
い
で
20
％
代
が
13
％
で
し
た
。

  

肥
満
と
肥
満
で
な
い
人
と
の
食
事
摂
取

量
を
比
べ
る
と
、顕
著
な
差
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

     

な
お
、食
事
の
摂
取
量
と
肥
満
に
顕
著
な

関
係
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つい
て
は
、

普
段
の
食
生
活
で
は
実
践
週
間
で
計
測
し

て
い
な
い
飲
酒
や
嗜
好
品
等
の
摂
取
量
が
肥

満
の一因
と
な
る
こ
と
、運
動
な
ど
の
熱
量
を

消
費
す
る
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
、背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に

　

沖
縄
県
に
は
、伝
統
的
な
独
自
の
食
文

化
が
あ
り
、長
年
、健
康
長
寿
県
沖
縄
を

支
え
て
き
ま
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。

　

し
か
し
な
が
ら
、近
年
、食
の
欧
米
化
、

食
生
活
の
乱
れ
、運
動
不
足
等
も
相
ま
って

肥
満
や
生
活
習
慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

特
に
男
性
は
、都
道
府
県
別
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均
寿
命

が
全
国
25
位
で
、早
急
な
食
生
活
の
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
践
週
間
に
お
い
て
も
、食
事
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
や
、男
性
は
年
齢
と
と

も
に
肥
満
者
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
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ど
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あ
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週
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の
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び
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も
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市、沖縄市、豊見城市、
　金武町……………51人

○琉球調理師専修学校、
　コープおきなわ…１０３人
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●
朝
食
は
、年
齢
が
高
い
層
ほ
ど
毎
日

摂
っ
て
お
り
、全
体
で
も
半
分
以
上

の
人
は
、毎
日
朝
食
を
摂
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
な
が
ら
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
し
て
い
る
人
は
４
人（
1・

4
％
）に
す
ぎ
な
い
。

●
特
に
牛
乳
・
乳
製
品
、果
物
、副
菜
を

適
量
摂
っ
て
い
る
人
が
極
め
て
少
な

い
。

●
食
事
の
摂
取
量
と
肥
満
に
は
顕
著
な

関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、男
性

は
、年
齢
と
と
も
に
肥
満
が
増
加
し
、

40
代
以
上
の
人
は
、半
分
近
く
が
肥

満
と
な
っ
て
い
る
。

あなたも沖縄版「食事バランスガイド」を
活用した食生活を実践してみませんか。
興味のある方は、沖縄総合事務局農林
水産部ホームページにアクセスしてみて
ください。
http : //www.ogb .go . jp/nousu i /n
ousu i _ shoku_kankei .  html
お問い合わせ
沖縄総合事務局農林水産部 消費・安全課
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沖
縄
版「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

実
践
週
間
の
結
果
に
つ
い
て

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
食
育
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
食
生
活
改
善
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
、
毎
年
６
月
の
食
育
月
間
に
実
践

週
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
第
四
回
の
実
践
週
間
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
健
康
長
寿
県
の
復
活
に
向
け
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
な
ど
、
食
生
活
の
改
善
を
促

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農林水産部
沖
縄
版「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の

実
践
結
果

実
践
期
間

    

平
成
21
年
６
月
15
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　

21
日（
日
）の
７
日
間

実
践
参
加
者 

参
加
者
の
構
成 

　

参
加
者
総
数
は
２
８
０
人
で
、う
ち
男

性
が
１
３
０
人
、女
性
が
１
５
０
人
。年
代

別
に
見
る
と
20
代
の
67
人
が
最
も
多
く
、次

い
で
30
代
が
61
人
、10
代
が
59
人
で
し
た
。

 

実
践
週
間
の
結
果

〔
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
〕

  

〔
食
生
活
の
結
果
〕

  

１
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間
を
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し
て
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食
、副
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菜
、

牛
乳・乳
製
品
、果
物
の
す
べ
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の
料
理
区

分
に
つ
い
て
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食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
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っ
た
食
事
を
し
た
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は
い
ま
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ん
で
し

た
。

　

ま
た
、５
つ
の
料
理
区
分
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の
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適
量
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摂
取
し
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バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
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で
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４
人（
１・

４
％
）で
し
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。

〔
各
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を
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適
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摂
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少
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、特

に
、果
物
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乳・乳
製
品
、副
菜
は
極
め
て

少
な
い
も
の
で
し
た
。

〔
朝
食
の
摂
食
回
数
〕

　

男
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と
も
、半
分
以
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毎
日
朝

食
を
摂
っ
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し
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52
％
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が
51
％
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男
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、年
齢
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層
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摂
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お
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％
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代
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％
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摂
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摂
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。
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％
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％
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摂
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摂
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。
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動
な
ど
の
熱
量
を

消
費
す
る
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が
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と
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齢
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毎
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お
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で
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分
以
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の
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、毎
日
朝
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を
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は
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・
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、果
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、副
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を
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が
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て
少
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の
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と
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に
は
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著
な

関
係
は
見
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な
か
っ
た
が
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は
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と
と
も
に
肥
満
が
増
加
し
、

40
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の
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近
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る
。
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HIGOTONO*
MADO

S HIGOTONO*
MADO

S 仕事の窓

農
家
も
食
品
製
造
業
者
も
満
足 

農
商
工
連
携
レ
ポ
ー
ト

沖
縄
の
農
林
水
産
物
を
使
っ
て
新
商
品
開
発
、地
域
お
こ
し

亜
熱
帯
気
候
の
沖
縄
で
は
、
本
土
に
は
な
い
農
林
水
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
と
食
品
の
製
造
業
者
が
協
力
し
て
、
規
格
外
品
と
い
わ
れ
る
形
や
大
き
さ
が
不

揃
い
の
品
も
含
め
て
、
原
材
料
と
し
て
使
用
し
、
沖
縄
ら
し
い
食
品
の
開
発
に
成
功
し
た
「
農
商
工
連
携
」
（
用
語
解
説
参
照
）
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
沖
縄
産
「
紅
い
も
」
を
使
っ
た
お
菓
子
↓
紅
い
も
を
原
材
料
に
、
お
み
や
げ
と
し
て
も
大
人
気
の
お
菓
子
へ

②
沖
縄
産
野
菜
の
規
格
外
品
を
活
用
し
た
野
菜
チ
ッ
プ
ス
↓
野
菜
の
生
産
者
、
カ
ッ
ト
業
者
、
食
品
製
造
業
者
が
連
携
し
て
、
規
格
外
品
を
彩
り
豊
か
な
野
菜
チ
ッ
プ
ス
へ

農林水産部
1
沖
縄
産
「
紅
い
も
」

を
使
っ
た
お
菓
子

実
践
期
間 

★
紅
い
も
生
産
者
の
満
足

　

沖
縄
で
は
、
各
地
で
紅
い
も
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
読
谷
村
な
ど
の
生

産
者
グ
ル
ー
プ
（
90
戸
）
は
、
㈱
お
菓

子
の
ポ
ル
シ
ェ
と
連
携
し
て
成
功
し
ま

し
た
。

　

ポ
ル
シ
ェ
と
連
携
を
す
る
前
は
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
裏
作
と
し
て
紅
い
も
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
さ
が
程
よ

く
形
の
き
れ
い
な
規
格
品
は
半
分
程
度

し
か
穫
れ
ず
、
残
り
は
規
格
外
品
と
し

て
値
段
も
か
な
り
安
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
れ
が
、
ポ
ル
シ
ェ
と
契
約
出
荷
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
き
さ
や
形
が

不
揃
い
で
も
、
害
虫
の
被
害
に
あ
っ
た
部

分
以
外
は
、
良
い
値
段
で
す
べ
て
出
荷
で

き
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
は
畑
の
近
く
に
ポ
ル
シ
ェ

の
お
菓
子
工
場
も
建
ち
、
自
分
た
ち
の

紅
い
も
で
作
ら
れ
た
お
菓
子
が
観
光
客

に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
栽
培
面
積
を
増
や
し

て
品
質
の
良
い
も
の
を
た
く
さ
ん
作
り

た
い
と
、
農
家
６
名
で
「
残
波
農
研
ク

ラ
ブ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

紅
い
も
は
、
連
作
障
害
と
い
っ
て
、

病
害
虫
が
発
生
す
る
た
め
二
回
し
か
連

続
し
て
栽
培
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
肥
料
を
工
夫
し
て
三
回
ま
で
栽
培

で
き
な
い
か
と
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

★
お
菓
子
の
ポ
ル
シ
ェ
の
満
足

　

㈱
お
菓
子
の
ポ
ル
シ
ェ
は
、
紅
い
も

の
生
産
者
と
出
荷
契
約
を
結
ん
だ
こ
と

で
、
沖
縄
産
の
高
品
質
で
、
安
全
・
安

心
な
紅
い
も
を
安
定
し
て
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
紅

い
も
を
使
っ
た
タ
ル
ト
な
ど
は
大
人
気

で
、
今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
紅
い

も
が
必
要
な
た
め
、
紅
い
も
栽
培
の
講

習
会
な
ど
を
開
催
し
、
生
産
者
の
栽
培

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う

で
す
。

2
沖
縄
県
産
野
菜
の
規
格
外
品

を
活
用
し
た
野
菜
チ
ッ
プ
ス

★
沖
縄
フ
ァ
ー
ム
の
満
足

　

㈲
沖
縄
フ
ァ
ー
ム
（
南
城
市
）
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
野
菜
を
生
産
し
て
い
て
、
曲
が
っ
て

形
や
大
き
さ
が
不
揃
い
の
規
格
外
品

は
、
こ
れ
ま
で
は
、
㈲
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
荷
し
て
、
サ
ラ
ダ
な

ど
に
使
う
カ
ッ
ト
野
菜
の
材
料
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
と

連
携
し
て
、
規
格
外
品
を
使
っ
た
野
菜

チ
ッ
プ
ス
の
商
品
開
発
に
成
功
し
た
こ

と
で
、
規
格
外
品
も
出
荷
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
農
家
に

野
菜
栽
培
の
た
め
の
苗
を
供
給
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
規
格
外
品
の
出
荷
が
増

え
れ
ば
農
家
か
ら
の
出
荷
も
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
生
産
行
程
履
歴
と
い
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
肥
料
、
農
薬
を
使
っ

て
野
菜
を
栽
培
し
た
か
を
記
録
し
、
消

費
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
、
安

全
・
安
心
な
野
菜
生

産
を
心
が
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

★
沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
の
満
足

　

沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
は
、
以
前

は
、
海
外
か
ら
野
菜
チ
ッ
プ
ス
を
輸
入

し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
費
者

か
ら
は
海
外
産
は
安
全
性
の
面
で
不
安

だ
と
の
声
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
ら
が
、
沖
縄
産
の
安

全
・
安
心
な
野
菜
を
使
っ
て
野
菜
チ
ッ

プ
ス
を
製
造
し
よ
う
と
、
沖
縄
フ
ァ
ー

ム
に
連
携
を
申
し
出
て
、
県
産
野
菜
の

規
格
外
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
取

り
組
み
、
彩
り
豊
か
な
野
菜
チ
ッ
プ
ス

の
開
発
に
成
功
し
、
消
費
者
の
声
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
開
発
さ
れ
た
新
商
品
の
生

産
を
増
や
そ
う
と
、
国
の
補
助
事
業
に

よ
り
大
型
の
フ
ラ
イ
装
置
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

5

　農商工連携とは、農林水産
物の生産者と、これを原材料と
して食品を製造する業者や販
売する業者、観光業者などが協

力して、お互いの技術やノウハウ、情報を持ち寄り、新し
い商品やサービスを開発し、それぞれが利益を上げて成
功する関係を築くことです。
　国では、「農商工連携促進法」に基づき、こうした連携
の計画について適切なものとして認定した場合には、新
商品・サービスの開発やマーケティング調査等への助
成、低利融資や課税特例等の支援を行っています。

用語
解説 農商工連携とは

▲紅いもの栽培技術の向上に取り組む残波農研クラブのメンバー

▲収穫前の紅いも

▲次々と生産される紅いものお菓子

▲野菜の苗の水やりに余念の無い沖縄ファームの大城さん

▲沖縄特産販売の野菜チップス

▲(有)グリーンフィールドでは、衛生管理の行き届いた
　工場で野菜のカット作業を行っている。

▲収穫された紅いも（中段）は㈲ポルシェ食品
でペースト状に加工され、袋詰めされる。

ざ
ん
ぱ
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S 仕事の窓

農
家
も
食
品
製
造
業
者
も
満
足 

農
商
工
連
携
レ
ポ
ー
ト

沖
縄
の
農
林
水
産
物
を
使
っ
て
新
商
品
開
発
、地
域
お
こ
し

亜
熱
帯
気
候
の
沖
縄
で
は
、
本
土
に
は
な
い
農
林
水
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
と
食
品
の
製
造
業
者
が
協
力
し
て
、
規
格
外
品
と
い
わ
れ
る
形
や
大
き
さ
が
不

揃
い
の
品
も
含
め
て
、
原
材
料
と
し
て
使
用
し
、
沖
縄
ら
し
い
食
品
の
開
発
に
成
功
し
た
「
農
商
工
連
携
」
（
用
語
解
説
参
照
）
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
沖
縄
産
「
紅
い
も
」
を
使
っ
た
お
菓
子
↓
紅
い
も
を
原
材
料
に
、
お
み
や
げ
と
し
て
も
大
人
気
の
お
菓
子
へ

②
沖
縄
産
野
菜
の
規
格
外
品
を
活
用
し
た
野
菜
チ
ッ
プ
ス
↓
野
菜
の
生
産
者
、
カ
ッ
ト
業
者
、
食
品
製
造
業
者
が
連
携
し
て
、
規
格
外
品
を
彩
り
豊
か
な
野
菜
チ
ッ
プ
ス
へ

農林水産部
1
沖
縄
産
「
紅
い
も
」

を
使
っ
た
お
菓
子

実
践
期
間 

★
紅
い
も
生
産
者
の
満
足

　

沖
縄
で
は
、
各
地
で
紅
い
も
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
読
谷
村
な
ど
の
生

産
者
グ
ル
ー
プ
（
90
戸
）
は
、
㈱
お
菓

子
の
ポ
ル
シ
ェ
と
連
携
し
て
成
功
し
ま

し
た
。

　

ポ
ル
シ
ェ
と
連
携
を
す
る
前
は
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
裏
作
と
し
て
紅
い
も
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
さ
が
程
よ

く
形
の
き
れ
い
な
規
格
品
は
半
分
程
度

し
か
穫
れ
ず
、
残
り
は
規
格
外
品
と
し

て
値
段
も
か
な
り
安
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
れ
が
、
ポ
ル
シ
ェ
と
契
約
出
荷
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
き
さ
や
形
が

不
揃
い
で
も
、
害
虫
の
被
害
に
あ
っ
た
部

分
以
外
は
、
良
い
値
段
で
す
べ
て
出
荷
で

き
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
は
畑
の
近
く
に
ポ
ル
シ
ェ

の
お
菓
子
工
場
も
建
ち
、
自
分
た
ち
の

紅
い
も
で
作
ら
れ
た
お
菓
子
が
観
光
客

に
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
栽
培
面
積
を
増
や
し

て
品
質
の
良
い
も
の
を
た
く
さ
ん
作
り

た
い
と
、
農
家
６
名
で
「
残
波
農
研
ク

ラ
ブ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

紅
い
も
は
、
連
作
障
害
と
い
っ
て
、

病
害
虫
が
発
生
す
る
た
め
二
回
し
か
連

続
し
て
栽
培
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
肥
料
を
工
夫
し
て
三
回
ま
で
栽
培

で
き
な
い
か
と
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

★
お
菓
子
の
ポ
ル
シ
ェ
の
満
足

　

㈱
お
菓
子
の
ポ
ル
シ
ェ
は
、
紅
い
も

の
生
産
者
と
出
荷
契
約
を
結
ん
だ
こ
と

で
、
沖
縄
産
の
高
品
質
で
、
安
全
・
安

心
な
紅
い
も
を
安
定
し
て
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
紅

い
も
を
使
っ
た
タ
ル
ト
な
ど
は
大
人
気

で
、
今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
紅
い

も
が
必
要
な
た
め
、
紅
い
も
栽
培
の
講

習
会
な
ど
を
開
催
し
、
生
産
者
の
栽
培

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う

で
す
。

2
沖
縄
県
産
野
菜
の
規
格
外
品

を
活
用
し
た
野
菜
チ
ッ
プ
ス

★
沖
縄
フ
ァ
ー
ム
の
満
足

　

㈲
沖
縄
フ
ァ
ー
ム
（
南
城
市
）
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
野
菜
を
生
産
し
て
い
て
、
曲
が
っ
て

形
や
大
き
さ
が
不
揃
い
の
規
格
外
品

は
、
こ
れ
ま
で
は
、
㈲
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
荷
し
て
、
サ
ラ
ダ
な

ど
に
使
う
カ
ッ
ト
野
菜
の
材
料
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
と

連
携
し
て
、
規
格
外
品
を
使
っ
た
野
菜

チ
ッ
プ
ス
の
商
品
開
発
に
成
功
し
た
こ

と
で
、
規
格
外
品
も
出
荷
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
農
家
に

野
菜
栽
培
の
た
め
の
苗
を
供
給
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
規
格
外
品
の
出
荷
が
増

え
れ
ば
農
家
か
ら
の
出
荷
も
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
生
産
行
程
履
歴
と
い
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
肥
料
、
農
薬
を
使
っ

て
野
菜
を
栽
培
し
た
か
を
記
録
し
、
消

費
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
、
安

全
・
安
心
な
野
菜
生

産
を
心
が
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

★
沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
の
満
足

　

沖
縄
特
産
販
売
株
式
会
社
は
、
以
前

は
、
海
外
か
ら
野
菜
チ
ッ
プ
ス
を
輸
入

し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
消
費
者

か
ら
は
海
外
産
は
安
全
性
の
面
で
不
安

だ
と
の
声
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
ら
が
、
沖
縄
産
の
安

全
・
安
心
な
野
菜
を
使
っ
て
野
菜
チ
ッ

プ
ス
を
製
造
し
よ
う
と
、
沖
縄
フ
ァ
ー

ム
に
連
携
を
申
し
出
て
、
県
産
野
菜
の

規
格
外
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
取

り
組
み
、
彩
り
豊
か
な
野
菜
チ
ッ
プ
ス

の
開
発
に
成
功
し
、
消
費
者
の
声
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
開
発
さ
れ
た
新
商
品
の
生

産
を
増
や
そ
う
と
、
国
の
補
助
事
業
に

よ
り
大
型
の
フ
ラ
イ
装
置
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

5

　農商工連携とは、農林水産
物の生産者と、これを原材料と
して食品を製造する業者や販
売する業者、観光業者などが協

力して、お互いの技術やノウハウ、情報を持ち寄り、新し
い商品やサービスを開発し、それぞれが利益を上げて成
功する関係を築くことです。
　国では、「農商工連携促進法」に基づき、こうした連携
の計画について適切なものとして認定した場合には、新
商品・サービスの開発やマーケティング調査等への助
成、低利融資や課税特例等の支援を行っています。

用語
解説 農商工連携とは

▲紅いもの栽培技術の向上に取り組む残波農研クラブのメンバー

▲収穫前の紅いも

▲次々と生産される紅いものお菓子

▲野菜の苗の水やりに余念の無い沖縄ファームの大城さん

▲沖縄特産販売の野菜チップス

▲(有)グリーンフィールドでは、衛生管理の行き届いた
　工場で野菜のカット作業を行っている。

▲収穫された紅いも（中段）は㈲ポルシェ食品
でペースト状に加工され、袋詰めされる。
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仕事の窓仕事の窓

久
高
〜
安
座
真
航
路
に

　
　
高
速
旅
客
船『
ニ
ュ
ー
く
だ
か
Ⅲ
』就
航

『
ニ
ュ
ー
く
だ
か
Ⅲ
』
は
、
昭
和
63
年
以
来
就
航
し
て
い
た
『
ニ
ュ
ー
く
だ
か
』
の
代
船
で
、
昭
和
27
年
に
竣
工
し
た
初
代
の
『
新
宝
丸
（
4
・
7
7
ト
ン
）』
か
ら
数
え

て
5
代
目
に
な
り
、
平
成
21
年
8
月
27
日
よ
り
就
航
し
ま
し
た
。
当
航
路
は
、
久
高
海
運
合
名
会
社
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や
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と
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。
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、
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送
が
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、
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の
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性
の
向
上
や
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的
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送
の
確
保
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

発
展
と
活
性
化
が
一
層
促
進
さ
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待
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て
い
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す
。
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公正取引室が進める「競争政策」
は、公正で自由な競争を促進することに

より事業活動を活性化させ、消費者の利

益を確保することを目的としています。

事業者が公正で自由な競争を行うことに

より、市場には品質の良い商品やサービ

スが提供され、消費者は自由にそれらの

中から選ぶことができ、その結果、消費

者の利益が確保されることになります。

　また、事業者も自らの創意工夫を発揮

して消費者のニーズに合った商品を開発

することにより売り上げを伸ばし成長し

ていくことができます。当室では、この

公正で自由な競争を守るための独占禁止

法や下請事業者いじめを防いだり、やめ

させたりするための下請法を運用してい

ます。

　当室では、県内各地においてこうした

「競争政策」についてより一層の理

解を深めてもらうとともに、その地

区の有識者からの幅広い意見・要望

に対する認識を深め、今後の競争政

策に役立てることを目的に年４回程

度「競争政策に関する有識者との懇

談会」を開催しており、去る9月

25日（金）には名護市の産業支援

センターにおいて本年度第１回の懇

談会を開催しました。

　懇談会では当室が公正取引委員会の最

近の活動状況や来年１月に施行予定の改

正独占禁止法についての説明を行った後、

出席者との意見交換が行われ「農産物の

ネーミングの権利の使用」や「大手企業

の取引業者いじめ」等の問題に関して活

発な意見が交わされました。

　なお、公正取引室では、県民の皆様か

らの独占禁止法又は下請法に違反する疑

いに関する情報（申告）を受け付けてお

ります。

　　　　　　　

総　務　部 公正で自由な競争が、事業者と消費者を守っています
～競争政策に関する懇談会を開催～

経済産業省の委託事業である「改
正特定商取引法・割賦販売法説明会」が、

那覇第２地方合同庁舎において、１０月２３

日に開催されました。

　昨年改正された特定商取引法・割賦販売

法説明会が平成２１年１２月１日から施行

されるため、改正法の内容について「政・省

令、ガイドライン」などにつきまして、全国

各地で開催され、経済産業省取引信用課

浅野優子氏及び消費者庁取引・物価対策課

山村直弘氏より、様々な事例を交え、説明

が行われ、主な改正内容として、以下のと

おりです。

【割賦販売法】

＜悪質商法を助長する与信の防止＞

○個別クレジットを行う事業者を登録制の

対象とし、行政による監督規定を導入。

○個別クレジットを行う事業者に訪問販売

等を行う加盟店の行為について調査す

ることを義務づけ、不適正な勧誘

があれば、消費者へ与信すること

を禁止。

○訪問販売等による売買契約が虚偽

説明等により取り消される場合や、

過量販売で解除される場合、個別

クレジットも解約し、消費者が既に

支払ったお金の返還も請求可能に。

＜過剰与信防止＞

○クレジット業者に対し、指定信用情報機関

を利用した支払能力調査を義務づけると

ともに、支払能力を超える与信を禁止。

＜規制範囲の拡大＞

○割賦の定義を見直し２ヶ月を超える１回

払い２回払いも規制対象に（現行は３回

払い以上）。

○原則すべての商品・役務を扱う取引を規

制対象に。

＜クレジットカード情報の保護＞

○個人情報保護法でカバーされていない

カード情報の漏洩や不正入手をした者

を刑事罰の対象に。

【特商法】

○訪問販売の規制強化（過量販売規制に

ついて）

○通信販売の規制強化（電子メールやカタ

ログ等広告媒体毎の表示ガイドラインに

ついて）

○罰則の強化　

経済産業部
Keiz
aisa
ngy
o

Som
ubu

○申告窓口

　総務部公正取引室

　　那覇市おもろまち２－１－１

　　那覇第二地方合同庁舎２号館６階

　　（℡098-866-0049）

「改正特定商取引法・割賦販売法説明会」の開催について

※
ロ
ン
グ
ノ
ー
ズ
バ
ウ
：
船
首
船
底
を
細
長
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
波
を
押
し
の
け
る
時
の
抵
抗
を
減
少
さ

せ
、
速
力
の
ア
ッ
プ
と
燃
費
の
節
約
が
図
ら
れ
波
浪
に

よ
る
船
体
衝
撃
を
緩
和
す
る
た
め
の
船
型
。
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大宜味村で建設中の大保ダム（平成
２２年度供用開始予定）において、ダムを活

かした水源地域の自立的、持続的な活性化

を図るための将来的な行動計画「水源地

域ビジョン」を策定することを目的に 『第１

回大保ダム水源地域ビジョン策定委員会』

が８月２６日(水)に北部ダム事務所大保出

張所で開催されました。

　委員会は、宮城邦

治沖縄国際大学教授

を委員長とし学識経

験者、地域住民、大宜

味村、沖縄県など２０

名のメンバーで構成

され、この日は、大宜

味村の地域像を表す

４つのキーワード【長

寿の里】、【芭蕉布の

里】、【シークヮーサー

の里】、【ぶながやの

里】を基にしたビジョンのテーマや基本目

標、取り組み内容などについて活発な意見

交換が行われました。

　委員からは、「自然保護のルールづくり

や啓発活動」、「大保ダムで自然エネルギ

ー（水力発電電力）を充電した電気自動車

が走りまわるエコの村」をビジョンに反映

させると良いなどさまざまな意見が出され

ました。

　今後は、ワーキング会議である『大宜味

ゆんたく会議』において地域の方々の意見

を十分に把握しつつ、第２回委員会を１０月

下旬に開催しビジョンの内容、実施手法、役

割分担について検討し、第３回委員会を

１２月初旬頃に開催し、具体的な行動計画

（推進体制）、「大保ダム水源地域ビジョン」

策定に向け検討を行なっていきます。

開発建設部 『第１回 大保ダム水源地域ビジョン策定委員会』を開催

本年度も船員災害の減少と船内にお
ける安全で快適な作業環境、居住環境の

実現を目指して９月１日～３０日の１ヶ

月間を船員労働安全衛生月間とし、「元

気に乗船　笑顔で下船　家族の笑顔がエ

ネルギー」をスローガンに月間中、各種

の行事を展開しました。

　まず、９月８日（火）に沖縄県水産会

館において船員、船舶所有者、関係機関

等多数の参加のもと船員災害防止大会を

開催しました。

　大会では、船員災害の減少目標の達成

を目指して日々の活動を推進していくこ

とを誓った大会宣言がなされ、その後、

哲・楽・家の紀々(kiki)氏による「健

幸！のススメ～心と身体のメタボ予防の

ために」という演題で、ストレスの多い

現代を軽やかに乗り切る考え方等につい

ての講演が行われました。

　この他、会場には作業用救命衣、救命

浮環等、船員の保護具の展示場も開設さ

れ、年々機能が増している保護具に参加

者の関心が集まりました。

　また、月間中は訪船指導員が県内各港

に停泊中の船舶を訪れ、海中転落事故を

防ぐための舷梯（岸壁と船舶を結ぶ梯

子）の設置・点検状況、転倒防止のため

の床面等の安全等についての点検指導を

行いました。

運　輸　部 平成２１年度船員労働安全衛生月間の実施

kyokuno     Ugoki

平成２１年９月２２日（火）、内閣府沖縄
総合事務局及び那覇港管理組合の共催に

よる那覇港（泊ふ頭地区）大型旅客船バー

ス完成供用式典を開催いたしました。本バ

ースは、沖縄県のリーディング産業である

観光リゾート産業を積極的に支援するとと

もに国際交流拠点の形成に必要な交通ア

クセスの拡充を図るため、平成１９年１１月

に工事着手し、平成２１年８月に完成しまし

た。バースの表面には首里城の朱色と琉球

かすりのデザインを取り入れ、クルーズ船

にふさわしい美しい施設となっています。

また、万が一の地震に十分耐えうる耐震構

造となっており、大規模地震発生時には物

資の緊急輸送や市民の避難・移動の拠点と

なります。

　式典当日は、多数の来賓・事業関係者が

出席のもと、竹澤正明沖縄総合事務局長

及び仲井眞弘多那覇港管理組合管理者

（沖縄県知事）の式辞に始まり、下地幹郎衆

議院議員による来賓祝辞、津田修一那覇

港湾・空港整備事務所長による施設紹介が

行われたあと、テープカット及びくす玉開

披のセレモニーが執り行われました。セレ

モニーは、第１船として入港した大型外航

クルーズ船「スーパースター・リブラ」をバ

ックに行われました。

　今後は、沖縄のクルーズ観光の拠点とし

て県経済の発展に大きく寄与するものと

期待されています。

開発建設部 那覇港（泊ふ頭地区）大型旅客船バース供用開始

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

【ビジョン基本目標（案）】

目標1「ぶながやと共生する癒しの村づくり」

目標2「のどかで活力ある健康長寿の村づくり」

目標3「交流の輪が広がる村づくり」

【ビジョンテーマ（案）】

案1：～ぶながやの森が育む水～長寿と癒しと結いの村・大宜味

案2：山・海・人 大自然に抱かれたいきいき長寿村

案3：長寿水を飲みに行こう大宜味村

Uny
ubu

Kaiha
tsuke

nsets
u

Kaiha
tsuke

nsets
u

～大会宣言～

～特別講演～

岸壁部諸元
対象船型：７万トンクラス

施　　設：岸壁（－９．０ｍ）（耐震）

延　　長：３４０ｍ

水　　深：－１０．０ｍ

16



大宜味村で建設中の大保ダム（平成
２２年度供用開始予定）において、ダムを活

かした水源地域の自立的、持続的な活性化

を図るための将来的な行動計画「水源地

域ビジョン」を策定することを目的に 『第１

回大保ダム水源地域ビジョン策定委員会』

が８月２６日(水)に北部ダム事務所大保出

張所で開催されました。

　委員会は、宮城邦

治沖縄国際大学教授

を委員長とし学識経

験者、地域住民、大宜

味村、沖縄県など２０

名のメンバーで構成

され、この日は、大宜

味村の地域像を表す

４つのキーワード【長

寿の里】、【芭蕉布の

里】、【シークヮーサー

の里】、【ぶながやの

里】を基にしたビジョンのテーマや基本目

標、取り組み内容などについて活発な意見

交換が行われました。

　委員からは、「自然保護のルールづくり

や啓発活動」、「大保ダムで自然エネルギ

ー（水力発電電力）を充電した電気自動車

が走りまわるエコの村」をビジョンに反映

させると良いなどさまざまな意見が出され

ました。

　今後は、ワーキング会議である『大宜味

ゆんたく会議』において地域の方々の意見

を十分に把握しつつ、第２回委員会を１０月

下旬に開催しビジョンの内容、実施手法、役

割分担について検討し、第３回委員会を

１２月初旬頃に開催し、具体的な行動計画

（推進体制）、「大保ダム水源地域ビジョン」

策定に向け検討を行なっていきます。

開発建設部 『第１回 大保ダム水源地域ビジョン策定委員会』を開催

本年度も船員災害の減少と船内にお
ける安全で快適な作業環境、居住環境の

実現を目指して９月１日～３０日の１ヶ

月間を船員労働安全衛生月間とし、「元

気に乗船　笑顔で下船　家族の笑顔がエ

ネルギー」をスローガンに月間中、各種

の行事を展開しました。

　まず、９月８日（火）に沖縄県水産会

館において船員、船舶所有者、関係機関

等多数の参加のもと船員災害防止大会を

開催しました。

　大会では、船員災害の減少目標の達成

を目指して日々の活動を推進していくこ

とを誓った大会宣言がなされ、その後、

哲・楽・家の紀々(kiki)氏による「健

幸！のススメ～心と身体のメタボ予防の

ために」という演題で、ストレスの多い

現代を軽やかに乗り切る考え方等につい

ての講演が行われました。

　この他、会場には作業用救命衣、救命

浮環等、船員の保護具の展示場も開設さ

れ、年々機能が増している保護具に参加

者の関心が集まりました。

　また、月間中は訪船指導員が県内各港

に停泊中の船舶を訪れ、海中転落事故を

防ぐための舷梯（岸壁と船舶を結ぶ梯

子）の設置・点検状況、転倒防止のため

の床面等の安全等についての点検指導を

行いました。

運　輸　部 平成２１年度船員労働安全衛生月間の実施

kyokuno     Ugoki

平成２１年９月２２日（火）、内閣府沖縄
総合事務局及び那覇港管理組合の共催に

よる那覇港（泊ふ頭地区）大型旅客船バー

ス完成供用式典を開催いたしました。本バ

ースは、沖縄県のリーディング産業である

観光リゾート産業を積極的に支援するとと

もに国際交流拠点の形成に必要な交通ア

クセスの拡充を図るため、平成１９年１１月

に工事着手し、平成２１年８月に完成しまし

た。バースの表面には首里城の朱色と琉球

かすりのデザインを取り入れ、クルーズ船

にふさわしい美しい施設となっています。

また、万が一の地震に十分耐えうる耐震構

造となっており、大規模地震発生時には物

資の緊急輸送や市民の避難・移動の拠点と

なります。

　式典当日は、多数の来賓・事業関係者が

出席のもと、竹澤正明沖縄総合事務局長

及び仲井眞弘多那覇港管理組合管理者

（沖縄県知事）の式辞に始まり、下地幹郎衆

議院議員による来賓祝辞、津田修一那覇

港湾・空港整備事務所長による施設紹介が

行われたあと、テープカット及びくす玉開

披のセレモニーが執り行われました。セレ

モニーは、第１船として入港した大型外航

クルーズ船「スーパースター・リブラ」をバ

ックに行われました。

　今後は、沖縄のクルーズ観光の拠点とし

て県経済の発展に大きく寄与するものと

期待されています。

開発建設部 那覇港（泊ふ頭地区）大型旅客船バース供用開始

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

【ビジョン基本目標（案）】

目標1「ぶながやと共生する癒しの村づくり」

目標2「のどかで活力ある健康長寿の村づくり」

目標3「交流の輪が広がる村づくり」

【ビジョンテーマ（案）】

案1：～ぶながやの森が育む水～長寿と癒しと結いの村・大宜味

案2：山・海・人 大自然に抱かれたいきいき長寿村

案3：長寿水を飲みに行こう大宜味村

Uny
ubu

Kaiha
tsuke

nsets
u

Kaiha
tsuke

nsets
u

～大会宣言～

～特別講演～

岸壁部諸元
対象船型：７万トンクラス

施　　設：岸壁（－９．０ｍ）（耐震）

延　　長：３４０ｍ

水　　深：－１０．０ｍ

（「ゆいレール」いろいろ再発見の答え：「軽」）
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カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
っ
て

な
ん
で
す
か
？

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
は
、
直
訳

し
ま
す
と
「
炭
素
の
足
跡
」
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２

が
「
ど
こ
」
で
「
ど
れ
だ
け
」
排
出
さ
れ
た

か
を
「
見
え
る
化
」
し
た
も
の
で
す
。

　

私
達
が
、
日
々
購
入
、
消
費
し
て
い
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
作
ら
れ
て
か
ら
捨
て
ら

れ
る
ま
で
の
間
、
石
油
を
始
め
と
す
る
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
各
過
程
で
排
出
さ
れ
た
「
温
室
効

果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
全
体
の
量
」
を
示
し

た
も
の
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
家

庭
で
取
り
組
む
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
削

減
努
力
に
も
役
立
ち
ま
す
か
？

　

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

自
家
用
車
な
ど
の
使
用
に
よ
る
も
の
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
購
入
す
る
商
品
の
使

用
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
そ
の
排
出
量
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
・
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
買
い
方
、
使
い
方
な

ど
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

カーボンフットプリント（ＣＦＰ）ってご存じですか？

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
マ
ー

ク
は
ど
ん
な
マ
ー
ク
で
す
か
？

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
マ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、
図
（
上
）
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
マ
ー
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

け
れ
ば
年
度
内
に
市
場
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
図
（
下
）

海
外
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
か
？

　

海
外
で
は
、
２
０
０
７
年

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
世
界

で
初
め
て
開
始
し
て
お
り
、

２
０
０
８
年
２
月
時
点
で
20

社
75
品
目
が
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
表
示
商
品
を
市
場

に
流
通
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
ヨ
ー
ロッ
パ
、
北
米

等
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
実

施
す
る
目
的
は
何
で
す
か
？

　

目
的
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
消
費
者
が
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
つ
い
て
、
簡
単

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
が

排
出
量
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
考
慮
し
た
商
品
の
購
入
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
事
業
者
が
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
を
算
定
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
可
能
に
な
り
ま

す
。ま
た
、よ
り
数
値
の
低
い
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
の
表
示
に
向
け
た
事
業
者
の
削

減
努
力
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
表

示
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
の
表
示
は
信

頼
で
き
る
も
の
で
す
か
？

　

信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
第
三
者

に
よ
る
検
証
制
度
」が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
算
定
・
表
示
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
指
針
）
を
作
成
し
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
簡
便
な
算
定
手
法
を
開
発
し
た
り

し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の

C
O
２
排
出
量
は
、
ど
の
よ
う
に

算
定
す
る
の
で
す
か
？

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
は
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
手
法
※
を
用
い
て
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
量

を
算
出
し
、
地
球
温
暖
化
に
与
え
る
影
響

の
程
度
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
換
算
し
ま

す
。

　

※
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
原

材
料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
至
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
て
環
境
負
荷

を
定
量
的
に
算
定
し
、
環
境
へ
の
影
響
度
を

評
価
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

最
後
に
・
・
・
・

　

Ｃ
Ｏ
２
を
始
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
影
響
に
よ
る
地
集
温
暖
化
が
、
大
変
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の

み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
で
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
様
々
な
影
響
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
で
も
例
外
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
な
ど
も
地

球
温
暖
化
の
影
響
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
！？

　

現
在
、
マ
イ
バ
ッ
ク
・
マ
イ
箸
の
推
進
、

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
の
促
進
、
国
内
Ｃ

Ｄ
Ｍ
な
ど
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
関
す
る
各
種
取

組
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
も
削
減
の
手

法
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
食
の
安
全
等
か
ら
、
安
価
な
商

品
で
は
な
く
、
質
・
安
全
を
求
め
る
消
費

者
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
同
様
に
環
境

に
配
慮
す
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

マ
ー
ク
の
つ
い
た
環
境
配
慮
製
品
を
消
費

者
が
選
択
し
、
購
入
す
る
と
い
っ
た
光
景

が
近
い
将
来
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
商
品
の
価
格
だ
け
で

は
な
く
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

マ
ー
ク
付
き
の
商
品
を
確
認
し
、
環

境
配
慮
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

環境家計簿などを使い
CO2削減に向けた
家庭での取組み

商品選択の参考にする

購入後
ラベル付き商品

商品

商品の
原材料を
調達する
時に出る
CO2

商品を
運ぶ
時に出る
CO2

商品を
生産する
時に出る
CO2

商品を
使用する
時に出る
CO2

商品の
原材料を
調達する
時に出る
CO2

合計した
CO2の量
「カーボン
フットプリント」

自社データが
なければ

共通データを使う

使用方法を想定して
CO2排出量を推定

商品に関する企業でデータを集める

共通データを
使う

廃棄使用生産に必要なエネルギー
資源のCO2排出原単位

原材料の採掘・輸送
のCO2排出原単位

飲料（中身）
容器
ラベル
印刷など

商品の制作・加工で出るCO2

指針に則って
排出CO2を算出

第三者が評価 算出結果の表示

商品 商品

マーク
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▼
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カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
っ
て

な
ん
で
す
か
？

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
は
、
直
訳

し
ま
す
と
「
炭
素
の
足
跡
」
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２

が
「
ど
こ
」
で
「
ど
れ
だ
け
」
排
出
さ
れ
た

か
を
「
見
え
る
化
」
し
た
も
の
で
す
。

　

私
達
が
、
日
々
購
入
、
消
費
し
て
い
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
作
ら
れ
て
か
ら
捨
て
ら

れ
る
ま
で
の
間
、
石
油
を
始
め
と
す
る
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
各
過
程
で
排
出
さ
れ
た
「
温
室
効

果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
全
体
の
量
」
を
示
し

た
も
の
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
家

庭
で
取
り
組
む
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
削

減
努
力
に
も
役
立
ち
ま
す
か
？

　

家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

自
家
用
車
な
ど
の
使
用
に
よ
る
も
の
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
購
入
す
る
商
品
の
使

用
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
そ
の
排
出
量
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
・
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
買
い
方
、
使
い
方
な

ど
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

カーボンフットプリント（ＣＦＰ）ってご存じですか？

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
マ
ー

ク
は
ど
ん
な
マ
ー
ク
で
す
か
？

　

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
マ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、
図
（
上
）
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
マ
ー
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

け
れ
ば
年
度
内
に
市
場
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
図
（
下
）

海
外
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
か
？

　

海
外
で
は
、
２
０
０
７
年

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
世
界

で
初
め
て
開
始
し
て
お
り
、

２
０
０
８
年
２
月
時
点
で
20

社
75
品
目
が
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
表
示
商
品
を
市
場

に
流
通
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
ヨ
ー
ロッ
パ
、
北
米

等
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
実

施
す
る
目
的
は
何
で
す
か
？

　

目
的
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
消
費
者
が
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
つ
い
て
、
簡
単

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
が

排
出
量
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
考
慮
し
た
商
品
の
購
入
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
事
業
者
が
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
を
算
定
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
可
能
に
な
り
ま

す
。ま
た
、よ
り
数
値
の
低
い
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
の
表
示
に
向
け
た
事
業
者
の
削

減
努
力
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
表

示
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
の
表
示
は
信

頼
で
き
る
も
の
で
す
か
？

　

信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
第
三
者

に
よ
る
検
証
制
度
」が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
算
定
・
表
示
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
指
針
）
を
作
成
し
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
簡
便
な
算
定
手
法
を
開
発
し
た
り

し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の

C
O
２
排
出
量
は
、
ど
の
よ
う
に

算
定
す
る
の
で
す
か
？

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
は
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
手
法
※
を
用
い
て
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
量

を
算
出
し
、
地
球
温
暖
化
に
与
え
る
影
響

の
程
度
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
換
算
し
ま

す
。

　

※
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
原

材
料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
至
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
て
環
境
負
荷

を
定
量
的
に
算
定
し
、
環
境
へ
の
影
響
度
を

評
価
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

最
後
に
・
・
・
・

　

Ｃ
Ｏ
２
を
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と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
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影
響
に
よ
る
地
集
温
暖
化
が
、
大
変
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の

み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
で
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
様
々
な
影
響
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
で
も
例
外
で
あ
り
ま
せ
ん
。
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年
、
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ゴ
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な
ど
も
地
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温
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の
影
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か
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に
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ま
す
が
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今
後
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手

法
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と
な
り
ま
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、
食
の
安
全
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安
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で
は
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、
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を
求
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消
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が
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に
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を
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将
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の
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く
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の
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に
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2009

　
平
成
21
年
８
月
19
日
と
20
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
内
閣
府
本
府
庁
舎
地
下
講

堂
に
お
い
て
、
『
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ

ー
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
は
、
文

部
科
学
省
を
は
じ
め
と
し
た
各
府
省
庁
が

連
携
し
て
、
業
務
説
明
や
省
内
見
学
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く
社
会

を
知
る
体
験
活
動
の
機
会
と
す
る
と
と
も

に
、
政
府
の
施
策
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

●

　

内
閣
府
で
は
、
『
内
閣
府
へ
め
ん
そ
ー

れ
！
』
を
タ
イ
ト
ル
に
、
多
く
の
部
局
に

よ
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
実
演
・
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
担
当
部
局
に
お
い
て
も
、
『
沖
縄

を
体
験
し
よ
う
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

「
サ
ン
ゴ
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
、
「
星
砂
っ
て
ど
ん
な
手
触

り
？
」
、
「
三
線
っ
て
ど
ん
な
音
？
」
、

「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
着
心
地
は
？
」
、

「
沖
縄
料
理
っ
て
ど
ん
な
味
？
」
の
５
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

●

　

会
場
は
、
沖
縄
の
自
然
に
ち
な
ん
だ
ポ

ス
タ
ー
や
横
断
幕
に
彩
ら
れ
、
ま
た
、
職

員
の
演
奏
に
よ
る
三
線
の
音
色
が
流
れ
る

な
ど
、
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
沖
縄
を

訪
れ
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ン
ゴ
や
星
砂
に
触

れ
た
り
、
沖
縄
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
三
線

を
弾
い
た
り
な
ど
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
沖
縄
独
特
の
自
然
や
文
化
、

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

●

　

内
閣
府
へ
の
来
場
者
が
こ
の
２
日
間
で

７
１
５
名
に
至
る
、
近
年
に
な
い
盛
況
ぶ

り
と
な
っ
た
『
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ

ー
』
。
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
沖
縄
の
魅

力
を
引
き
続
き
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
知
ら
せ 平成２１年度「子ども霞が関見学デー」

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

（８月１９日・２０日）

会 場 の 様 子

サンゴのネックレスの制作体験

かりゆしウェアを試着しての記念撮影

三線の演奏体験

　親事業者(発注者)と下請事業者(受注者)との下請取引については，
「下請代金支払遅延等防止法」や「下請中小企業振興法」による振興基
準において，親事業者の義務や禁止行為などのルールが定められてい
ます。国では，定期的に下請取引の実態を調査するなど，下請取引適正
化のための指導を行っています。

１１月は下請取引適正化推進月間です。

　１１月は下請取引適正化推進月間です。全国各地において下請取引適正化推
進講習会（参加費無料）を開催するほか，全国の公正取引委員会の地方事務所
等や経済産業局等で，下請取引に関する相談等にも応じています。
　詳しくは以下の連絡先にお問い合わせください。

総　務　部　公正取引室　℡098－866－0049
経済産業部　中小企業課　℡098－866－1755

平成21年度下請取引適正化推進月間キャンペーン標語

「法令遵守は企業の常識」
～守ってますか下請法～

下請代金支払遅延等防止法 下請中小企業振興法

【親事業者の義務】
●取引条件等を記載した注文書の交付
●下請取引に関する事項を記載した書類の作成と保存
●下請代金の支払期日を定めること
●遅延利息の支払

【親事業者の禁止行為】
●受領拒否
●下請代金の支払遅延
●下請代金の減額
●返品
●買いたたき
●物の購入強制・役務の利用強制
●報復措置
●有償支給原材料等の対価の早期決済
●割引困難な手形の交付
●不当な経済上の利益の提供要請
●不当な給付内容の変更・やり直し

【振興基準】
●下請事業者の生産性の向上及び
　製品若しくは情報成果物の品質若しくは
　性能又は役務の品質の改善

●親事業者の発注分野の明確化及び
　発注方法の改善

●下請事業者の施設又は設備の導入，
　技術の向上及び事業の共同化

●対価の決定の方法，納品の検査の方法
　その他取引条件の改善

●下請事業者の連携の推進

20
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２
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デ

ー
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
は
、
文

部
科
学
省
を
は
じ
め
と
し
た
各
府
省
庁
が

連
携
し
て
、
業
務
説
明
や
省
内
見
学
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く
社
会

を
知
る
体
験
活
動
の
機
会
と
す
る
と
と
も

に
、
政
府
の
施
策
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

●

　

内
閣
府
で
は
、
『
内
閣
府
へ
め
ん
そ
ー

れ
！
』
を
タ
イ
ト
ル
に
、
多
く
の
部
局
に

よ
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
実
演
・
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
担
当
部
局
に
お
い
て
も
、
『
沖
縄

を
体
験
し
よ
う
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

「
サ
ン
ゴ
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
、
「
星
砂
っ
て
ど
ん
な
手
触

り
？
」
、
「
三
線
っ
て
ど
ん
な
音
？
」
、

「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
着
心
地
は
？
」
、

「
沖
縄
料
理
っ
て
ど
ん
な
味
？
」
の
５
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

●

　

会
場
は
、
沖
縄
の
自
然
に
ち
な
ん
だ
ポ

ス
タ
ー
や
横
断
幕
に
彩
ら
れ
、
ま
た
、
職

員
の
演
奏
に
よ
る
三
線
の
音
色
が
流
れ
る

な
ど
、
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
沖
縄
を

訪
れ
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ン
ゴ
や
星
砂
に
触

れ
た
り
、
沖
縄
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
三
線

を
弾
い
た
り
な
ど
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
沖
縄
独
特
の
自
然
や
文
化
、

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

●

　

内
閣
府
へ
の
来
場
者
が
こ
の
２
日
間
で

７
１
５
名
に
至
る
、
近
年
に
な
い
盛
況
ぶ

り
と
な
っ
た
『
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ

ー
』
。
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、
沖
縄
の
魅

力
を
引
き
続
き
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
知
ら
せ 平成２１年度「子ども霞が関見学デー」

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

（８月１９日・２０日）

会 場 の 様 子

サンゴのネックレスの制作体験

かりゆしウェアを試着しての記念撮影

三線の演奏体験

　親事業者(発注者)と下請事業者(受注者)との下請取引については，
「下請代金支払遅延等防止法」や「下請中小企業振興法」による振興基
準において，親事業者の義務や禁止行為などのルールが定められてい
ます。国では，定期的に下請取引の実態を調査するなど，下請取引適正
化のための指導を行っています。

１１月は下請取引適正化推進月間です。

　１１月は下請取引適正化推進月間です。全国各地において下請取引適正化推
進講習会（参加費無料）を開催するほか，全国の公正取引委員会の地方事務所
等や経済産業局等で，下請取引に関する相談等にも応じています。
　詳しくは以下の連絡先にお問い合わせください。

総　務　部　公正取引室　℡098－866－0049
経済産業部　中小企業課　℡098－866－1755

平成21年度下請取引適正化推進月間キャンペーン標語

「法令遵守は企業の常識」
～守ってますか下請法～

下請代金支払遅延等防止法 下請中小企業振興法

【親事業者の義務】
●取引条件等を記載した注文書の交付
●下請取引に関する事項を記載した書類の作成と保存
●下請代金の支払期日を定めること
●遅延利息の支払

【親事業者の禁止行為】
●受領拒否
●下請代金の支払遅延
●下請代金の減額
●返品
●買いたたき
●物の購入強制・役務の利用強制
●報復措置
●有償支給原材料等の対価の早期決済
●割引困難な手形の交付
●不当な経済上の利益の提供要請
●不当な給付内容の変更・やり直し

【振興基準】
●下請事業者の生産性の向上及び
　製品若しくは情報成果物の品質若しくは
　性能又は役務の品質の改善

●親事業者の発注分野の明確化及び
　発注方法の改善

●下請事業者の施設又は設備の導入，
　技術の向上及び事業の共同化

●対価の決定の方法，納品の検査の方法
　その他取引条件の改善

●下請事業者の連携の推進
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